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ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
│
│
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
ナ
マ
ハ
ゲ
の
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
│
│
八
木
康
幸
は
じ
め
に
男
鹿
半
島
の
ナ
マ
ハ
ゲ
を
対
象
に
し
て
、
民
俗
文
化
に
つ
い
て
の
知
識
や
情
報
が
ど
の
よ
う
な
実
践
や
過
程
を
経
て
、
人
々
に
伝
え
ら
れ
知
ら
れ
て
い
く
の
か
、
と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
た
び
は
、
お
も
に
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
、
学
習
雑
誌
を
通
じ
た
ナ
マ
ハ
ゲ
に
関
す
る
知
識
、
情
報
の
普
及
、
浸
透
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
戦
後
復
興
か
ら
高
度
経
済
成
長
へ
と
進
む
一
九
五
〇
、
六
〇
年
代
は
、
男
鹿
半
島
の
観
光
開
発
が
急
速
に
伸
展
し
、
ナ
マ
ハ
ゲ
が
徹
底
し
て
観
光
資
源
化
さ
れ
た
時
代
で
も
あ
る
。
男
鹿
市
や
秋
田
県
、
観
光
協
会
等
関
係
機
関
、
民
間
企
業
な
ど
の
地
元
側
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
ナ
マ
ハ
ゲ
を
宣
伝
し
、
こ
れ
に
応
じ
て
、
中
央
か
ら
提
供
さ
れ
る
観
光
案
内
書
等
も
繰
り
返
し
ナ
マ
ハ
ゲ
の
記
事
を
掲
げ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
相
互
作
用
の
み
が
観
光
客
を
男
鹿
半
島
に
誘
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ナ
マ
ハ
ゲ
へ
の
関
心
は
、
観
光
に
直
結
し
な
い
分
野
に
も
広
く
生
じ
て
い
た
の
で
あ
り
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
知
る
こ
と
に
な
っ
た
強
烈
な
ナ
マ
ハ
ゲ
の
イ
メ
ー
ジ
に
興
味
を
か
き
立
て
ら
れ
た
人
々
の
一
部
が
、
た
ま
ら
ず
男
鹿
半
島
に
足
を
運
ん
だ
、
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
着
目
す
べ
き
は
、
男
鹿
半
島
の
一
観
光
ブ
ー
ム
を
支
え
た
ほ
ど
の
、
ナ
マ
ハ
ゲ
に
関
す
る
知
識
や
情
報
の
社
会
へ
の
普
及
、
浸
透
の
あ
り
よ
う
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
、
テ
レ
ビ
の
普
及
以
前
に
は
、
図
像
イ
メ
ー
ジ
を
含
む
ナ
マ
ハ
ゲ
の
知
識
や
情
報
を
提
供
し
得
た
メ
デ
ィ
ア
は
、
映
画
、
演
劇
、
新
聞
、
雑
誌
、
学
術
書
、
教
養
書
、
一
般
書
、
児
童
向
け
出
版
物
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
印
刷
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
地
元
紙
『
秋
田
魁
新
報
』
以
外
で
、
ナ
マ
ハ
ゲ
の
紹
介
記
事
を
も
っ
と
も
頻
繁
に
掲
載
し
た
の
は
、
児
童
向
け
出
版
物
、
お
も
に
小
学
生
向
け
の
学
習
雑
誌
や
、
社
会
科
、
国
語
科
な
ど
の
児
童
書
、
学
習
書
の
類
で
あ
っ
た
。
と
く
に
学
年
別
学
習
雑
誌
は
、
一
九
五
一
年
以
降
、
毎
年
の
よ
う
に
ナ
マ
ハ
ゲ
に
関
係
す
る
記
事
を
掲
載
し
て
、
そ
の
知
識
や
情
報
の
持
続
的
な
拡
散
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
小
論
で
は
、
学
年
別
学
習
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
ナ
マ
ハ
ゲ
に
関
係
す
る
記
事
を
整
理
し
て
提
示
す
る
と
と
も
に
、
若
干
の
考
察
を
付
す
こ
と
に
し
た
い
。
学
年
別
学
習
雑
誌
と
は
、
複
数
の
事
典
を
参
考
に
す
れ
ば
、
教
科
学
習
を
目
的
と
し
て
、
主
と
し
て
小
中
学
校
の
各
学
年
別
に
編
集
さ
れ
た
児
童
雑
誌
、
あ
る
い
は
、
学
習
指
導
要
領
に
準
じ
て
編
集
さ
れ
る
学
年
別
の
教
育
雑
誌
の
こ
と
で
あ
る
。
学
習
以
外
に
時
事
的
な
話
題
、
読
み
物
や
漫
画
な
ど
の
娯
楽
的
な
内
容
も
含
ん
で
い
る
。
小
学
生
向
け
で
は
、
小
学
館
の
『
小
学
一
年
生
』〜『
小
学
六
年
生
』（
以
（
 
）
下
、
小
学
館
誌
）、
学
習
研
究
社
の
『
一
年
の
学
習
』〜『
六
年
の
学
習
』（
以
下
、
学
研
誌
）
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
小
学
館
誌
が
戦
後
復
刊
し
て
全
学
年
六
誌
を
揃
え
た
の
は
一
九
四
八
年
三
月
で
あ
り
、
戦
後
の
発
刊
と
な
る
学
研
誌
は
、
一
九
四
七
年
一
二
月
に
全
学
年
六
誌
の
刊
行
を
果
た
し
て
い
る
（
小
学
館
総
務
局
社
史
編
纂
室
二
〇
〇
四：
一
二
四
、
一
三
七
）。
両
誌
は
競
合
し
な
が
ら
シ
ェ
ア
を
伸
ば
し
、
や
が
て
主
要
学
習
雑
誌
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。
両
誌
に
対
抗
す
べ
く
、
講
談
社
は
一
九
五
六
年
か
ら
『
た
の
し
い
一
年
生
』
〜『
た
の
し
い
六
年
生
』（
以
下
、
講
談
社
誌
）
を
順
次
発
刊
し
た
が
、
一
九
六
三
年
三
月
号
を
も
っ
て
刊
行
を
休
止
し
、
こ
の
分
野
か
ら
撤
退
し
た
。
な
お
、
戦
後
ま
も
な
く
の
時
期
に
は
、
ほ
か
に
も
二
、
三
の
出
版
社
が
学
習
誌
を
刊
行
し
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
長
続
き
し
（

）
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
二
大
誌
で
あ
る
小
学
館
誌
と
学
研
誌
を
中
心
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
、
講
談
社
誌
に
も
補
足
的
に
言
及
す
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
二
る
。
一
学
習
雑
誌
の
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
一
部
抽
出
を
踏
ま
え
た
予
察
に
基
づ
き
、
ナ
マ
ハ
ゲ
に
関
係
す
る
記
事
（
以
下
、
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
）
を
学
年
別
学
習
雑
誌
の
「
一
月
号
」（
正
月
号
、
新
年
号
）
に
求
め
る
こ
と
と
し
た
。
小
学
館
誌
と
学
研
誌
に
つ
い
て
は
、
戦
後
初
の
一
月
号
か
ら
一
九
七
〇
年
一
月
号
ま
で
を
確
認
す
べ
く
、
入
手
で
き
た
二
四
冊
（
小
学
館
誌
九
冊
・
学
研
誌
一
五
冊
）
と
と
も
に
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
（
 
）
ョ
ン
を
閲
覧
し
た
。
小
学
館
誌
は
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
カ
バ
ー
率
が
高
く
、
あ
る
べ
き
既
刊
一
三
八
冊
中
、
欠
本
は
六
冊
、
う
ち
一
冊
を
手
元
の
蔵
書
で
補
っ
た
。
学
研
誌
に
は
欠
本
が
多
く
、「
月
号
」
を
付
さ
な
い
最
初
期
の
も
の
も
含
め
て
、
そ
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
全
一
四
二
冊
中
、
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
八
三
冊
の
架
蔵
を
認
め
た
。
残
り
の
一
部
（
七
冊
）
は
手
元
で
補
い
得
た
が
、
全
（

）（

）
体
の
確
認
率
は
お
よ
そ
六
割
に
と
ど
ま
っ
た
。
講
談
社
誌
は
、
既
刊
三
三
冊
の
す
べ
て
が
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
の
多
く
は
、
正
月
行
事
に
関
連
す
る
記
事
の
一
部
と
し
て
見
出
さ
れ
る
。
目
次
の
タ
イ
ト
ル
に
直
ち
に
「
な
ま
は
げ
」
「
ナ
マ
ハ
ゲ
」
の
語
が
含
ま
れ
る
例
は
少
な
く
、
国
会
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
頼
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
の
存
否
確
認
の
た
め
に
、
一
冊
ご
と
に
全
ペ
ー
ジ
を
点
検
し
た
結
果
、
三
誌
の
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
の
有
無
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
表
１
）。
小
学
館
誌
に
つ
い
て
は
、『
小
学
一
年
生
』
一
九
四
九
年
一
月
号
の
一
冊
を
除
き
、
一
九
四
九
〜
七
〇
年
の
全
学
年
に
亘
る
一
月
号
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
を
含
む
も
の
は
二
一
冊
で
あ
っ
た
。
記
事
の
初
出
は
一
九
五
一
年
で
あ
り
、『
小
学
二
年
生
』
か
ら
『
小
学
五
年
生
』
ま
で
の
四
学
年
の
一
月
号
が
一
斉
に
ナ
マ
ハ
ゲ
を
記
事
に
し
た
。
こ
の
後
、
一
九
六
一
年
ま
で
の
一
一
年
間
、
ナ
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
三
表 1 学年別学習雑誌 1月号におけるナマハゲ記事
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
四
マ
ハ
ゲ
記
事
は
毎
年
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
以
上
の
学
年
誌
に
掲
載
さ
れ
続
け
た
。
し
か
し
、
一
九
六
二
年
か
ら
七
〇
年
ま
で
の
九
年
間
で
は
、
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
を
掲
載
し
た
一
月
号
は
二
冊
し
か
な
く
、
あ
た
か
も
ブ
ー
ム
が
去
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
学
年
別
で
最
多
の
掲
載
回
数
を
記
録
し
た
の
は
『
小
学
三
年
生
』
で
あ
り
、
同
時
に
二
学
年
以
上
に
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
一
九
五
一
、
五
五
、
五
六
、
五
七
、
六
〇
年
の
五
回
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
年
生
ま
れ
（
厳
密
に
は
同
学
年
者
）
の
コ
ー
ホ
ー
ト
を
見
れ
ば
、
一
九
四
〇
年
四
月
生
ま
れ
か
ら
五
二
年
三
月
生
ま
れ
ま
で
の
読
者
は
、
小
学
校
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
学
年
で
、
小
学
館
誌
の
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
に
出
会
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
（
表
１
Ａ
）。
学
研
誌
に
つ
い
て
は
、
全
学
年
に
亘
る
ま
と
ま
っ
た
デ
ー
タ
が
一
九
五
二
〜
六
〇
年
（
た
だ
し
『
五
年
の
学
習
』
一
九
五
五
年
一
月
号
を
欠
く
）
と
六
七
〜
六
九
年
に
限
ら
れ
、
欠
本
の
た
め
に
全
体
の
把
握
は
難
し
い
。
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
一
月
号
の
総
数
八
三
冊
の
う
ち
、
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
を
含
む
も
の
は
二
二
冊
で
あ
っ
た
。
一
九
五
一
年
の
全
学
年
の
デ
ー
タ
を
欠
く
が
、
五
〇
年
代
に
記
事
の
掲
載
頻
度
が
高
い
傾
向
は
小
学
館
誌
と
同
じ
と
み
て
よ
い
。
こ
の
時
期
に
も
っ
と
も
多
く
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
を
掲
載
し
た
の
は
『
一
年
の
学
習
』
で
あ
り
、『
二
年
の
学
習
』
が
そ
れ
に
次
ぐ
。
同
時
に
複
数
学
年
で
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
一
九
五
三
、
五
五
、
五
七
、
六
〇
年
で
あ
っ
た
。
連
続
す
る
コ
ー
ホ
ー
ト
と
し
て
は
、
一
九
四
五
年
四
月
生
ま
れ
か
ら
五
四
年
三
月
生
ま
れ
ま
で
の
読
者
が
、
小
学
校
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
学
年
で
、
学
研
誌
の
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
に
出
会
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
表
１
Ｂ
）。
も
ち
ろ
ん
、
一
九
六
一
〜
六
六
年
の
欠
本
分
に
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
が
見
つ
か
れ
ば
、
コ
ー
ホ
ー
ト
は
さ
ら
に
連
続
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
講
談
社
誌
で
は
、
一
月
号
三
三
冊
の
う
ち
八
冊
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
学
年
で
は
『
た
の
し
い
三
年
生
』
が
五
回
、『
た
の
し
い
五
年
生
』
が
三
回
を
数
え
た
。
コ
ー
ホ
ー
ト
の
連
続
は
一
九
四
九
年
四
月
生
ま
れ
か
ら
一
九
五
三
年
三
月
生
ま
れ
ま
で
に
限
ら
れ
る
が
、
『
た
の
し
い
三
年
生
』
一
九
六
三
年
一
月
号
に
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
が
あ
る
た
め
、
小
学
館
誌
、
学
研
誌
、
講
談
社
誌
を
あ
わ
せ
る
と
コ
ー
ホ
ー
ト
が
連
続
し
、
一
九
四
〇
年
四
月
か
ら
一
九
五
五
年
三
月
生
ま
れ
の
読
者
が
、
小
学
生
時
代
に
三
誌
い
ず
れ
か
の
記
事
に
巡
り
あ
っ
た
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
五
こ
と
に
な
る
（
表
１
Ｃ
）。
『
小
学
一
年
生
』
の
実
売
部
数
は
、
一
九
五
〇
年
に
二
二
万
部
（
小
学
館
総
務
局
社
史
編
纂
室
二
〇
〇
四：
三
二
〇
）、『
一
年
の
学
習
』
も
同
年
に
は
一
〇
万
部
に
達
し
て
い
た
（
学
習
研
究
社
儿
年
史
編
纂
委
員
会
編
一
九
九
七：
八
〇
）。
同
じ
一
九
五
〇
年
に
一
〇
・
九
％
で
あ
っ
た
『
小
学
一
年
生
』
の
「
浸
透
率
」（
実
売
部
数
を
新
入
学
児
童
数
で
除
し
た
数
値
）
は
、
一
九
六
〇
年
に
は
二
三
・
四
％
、
七
〇
年
に
は
四
四
・
六
％
へ
と
増
加
し
て
い
る
（
小
学
館
総
務
局
社
史
編
纂
室
二
〇
〇
四：
三
二
〇
〜
三
二
一
）（
図
１
）。
学
注）小学館総務局社史編纂室編［2004 : 320-321］をもとに作成。
図 1 『小学一年生』の実売部数と浸透率
表 2 学習研究社・学年別学習雑誌の販売数と普及率
普及率
11.3％
14.8％
17.8％
21.5％
注 1）岡本［1994］の記述をもとに作成。
注 2）生徒数は 1年生～6年生の総数。
注 3）販売数は 1年生誌～6年生誌の総数。
販売数
152万部
187万部
211万部
239万部
生徒数
1350万人
1267万人
1187万人
1111万人
年
1958年
1960年
1961年
1962年
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
六
研
誌
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
不
十
分
な
が
ら
、
全
学
年
六
誌
を
合
わ
せ
た
「
普
及
率
」（
発
行
部
数
を
全
児
童
数
で
除
し
た
数
値
）
は
、
一
九
五
八
年
の
一
一
・
三
％
か
ら
、
一
九
六
二
年
に
は
二
一
・
五
％
へ
と
伸
び
て
い
る
（
岡
本
一
九
九
四：
二
六
七
〜
二
八
七
）（
表
２
）。
二
大
誌
だ
け
で
、
相
当
数
の
子
ど
も
た
ち
が
読
者
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
低
学
年
の
記
事
に
は
保
護
者
向
け
の
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
親
た
ち
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
説
明
が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
考
慮
す
れ
ば
、
さ
ら
に
そ
の
訴
求
力
の
高
さ
が
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
図
２
）。
二
正
月
行
事
関
連
記
事
と
ナ
マ
ハ
ゲ
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
の
掲
載
頻
度
が
高
い
時
期
を
中
心
に
分
析
を
進
め
る
た
め
、
小
学
館
誌
と
学
研
誌
両
誌
に
つ
い
て
、
一
九
四
九
〜
六
一
年
の
一
三
年
間
に
着
目
し
た
。
小
学
館
誌
に
お
い
て
は
、
全
学
年
六
誌
の
一
月
号
が
出
揃
う
一
九
四
九
年
か
ら
、
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
の
掲
載
が
一
段
落
を
み
せ
る
一
九
六
一
年
ま
で
の
期
間
と
な
る
。
学
研
誌
は
こ
の
期
間
の
両
端
に
欠
本
を
少
な
か
ら
ず
含
む
が
、
対
象
期
間
を
狭
め
ず
小
学
館
誌
に
合
わ
せ
た
。
な
お
、
講
談
社
誌
の
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
が
、
短
期
間
な
が
ら
一
九
六
一
年
ま
で
連
続
し
た
こ
と
も
考
慮
し
た
。
確
左：小学館『小学三年生』1951年 1月号
中：学習研究社『三年の学習』1954年 1月号
右：講談社『たのしい三年生』1958年 1月号
図 2 学年別学習雑誌
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
七
表
３
学
年
別
学
習
雑
誌
の
正
月
行
事
関
連
記
事：
一
九
四
九
〜
六
一
年
年
誌
名
【
記
事
】
行
事
・
風
習
執
筆
者
等
一
九
四
九
小
３
小
６
習
５
【
お
か
ざ
り
】
と
こ
か
ざ
り
・
み
の
ぐ
み
・
さ
い
わ
い
木
【
お
正
月
絵
解
き
】
門
松
・
は
ね
つ
き
・
ま
ん
ざ
い
・
ク
リ
ス
マ
ス
・
神
社
・
し
め
な
わ
・
か
さ
ね
も
ち
・
ま
ゆ
玉
・
豆
ま
き
【
村
の
こ
ど
も
た
の
し
い
お
正
月
】
カ
マ
ク
ラ
・
ド
ン
ド
や
き
・
鳥
お
い
小
屋
野
口
義
惠
（
絵
・
文
）
那
須
辰
造
・
高
畠
華
宵
（
絵
）
和
歌
森
太
郎
（
文
理
科
大
学
助
教
授
）
一
九
五
〇
小
４
小
６
習
１
【
ど
ん
ど
焼
】
ど
ん
ど
焼
【
国
や
地
方
に
は
ど
ん
な
行
事
が
あ
る
か
】
元
日
・
三
ヶ
日
・
七
草
・
道
祖
神
祭
り
・
蔵
開
き
・
や
ぶ
入
り
・
二
十
日
正
月
【
た
の
し
い
お
し
ょ
う
が
つ
】
ま
ん
ざ
い
・
ゆ
き
む
ろ
・
し
し
ま
い
・
か
る
た
と
り
中
條
雅
二
（
詩
）・
川
上
四
郎
（
絵
）
岩
丸
茂
雄
（
東
京
女
高
師
附
属
小
教
諭
）
木
川
達
爾
（
東
京
第
二
師
付
属
小
教
諭
）・
黒
崎
よ
し
介
（
画
）
一
九
五
一
小
２
同小
３
同同小
４
同小
５
小
６
【
お
正
月
は
か
ま
く
ら
の
な
か
で
】
か
ま
く
ら
【
お
正
月
の
あ
そ
び
】
ま
ゆ
だ
ま
・
①
な
ま
は
ぎ
・
ど
ん
ど
や
き
・
も
ぐ
ら
お
い
【
お
正
月
の
あ
そ
び
】
お
ん
の
め
や
き
・
ま
ゆ
だ
ま
・
②
な
ま
は
げ
・
ど
ん
ど
や
き
・
も
ぐ
ら
お
い
・
か
ま
く
ら
【
お
正
月
な
ぜ
な
に
】
か
ど
ま
つ
と
し
め
か
ざ
り
・
お
か
ざ
り
と
か
が
み
も
ち
・
お
正
月
の
た
べ
も
の
・
お
ね
ん
し
と
お
と
し
だ
ま
・
お
正
月
の
あ
そ
び
【
お
正
月
の
あ
そ
び
】
ま
ゆ
だ
ま
・
③
な
ま
は
げ
・
か
ま
く
ら
・
も
ぐ
ら
お
い
・
ど
ん
ど
や
き
・
お
ん
の
め
や
き
（
後
掲
解
説
）
【
わ
た
く
し
た
ち
の
お
正
月
の
く
ら
し
】
④
な
ま
は
げ
・
ま
ゆ
だ
ま
・
な
り
木
ぜ
め
・
か
ま
く
ら
・
ど
ん
ど
や
き
【
お
正
月
も
の
し
り
帳
】
門
松
・
万
才
・
も
ち
・
と
そ
・
お
正
月
料
理
【
絵
と
き
学
習
め
ず
ら
し
い
お
正
月
】
⑤
秋
田
の
な
ま
は
げ
・
青
森
の
え
ん
ぶ
り
・
五
島
の
し
ゃ
あ
ぎ
・
相
模
の
だ
ん
ご
や
き
・
信
濃
の
ド
ン
ド
ン
小
屋
【
世
界
職
業
め
ぐ
り
日
本
の
巻
】
三
河
万
才
初
山
滋
（
絵
）
三
上
信
次
（
絵
）
後
藤
有
一
・
三
上
信
次
（
絵
）
大
藤
時
彦
・
石
井
芳
比
呂
（
絵
）
進
士
慶
幹
一
九
五
二
小
２
小
３
同同小
６
同習
４
習
５
同
【
ど
ん
ど
ん
や
き
】
ど
ん
ど
ん
や
き
【
お
正
月
の
め
ず
ら
し
い
な
ら
わ
し
】
⑥
な
ま
は
げ
・
ま
ゆ
だ
ま
・
か
ま
く
ら
・
ど
ん
ど
や
き
・
お
さ
る
の
し
し
ま
い
【
お
正
月
も
の
し
り
き
ょ
う
し
つ
】
か
ど
ま
つ
、
し
め
か
ざ
り
・
お
ぞ
う
に
、
黒
豆
・
お
か
が
み
・
し
し
ま
い
・
も
ち
・
七
草
【
正
月
の
お
に
】
⑦
な
ま
は
げ
【
お
正
月
お
国
じ
ま
ん
】
九
州
地
方
の
巻
・
四
国
松
山
の
巻
・
中
国
地
方
の
巻
・
京
都
の
巻
・
東
北
の
巻
・
中
京
の
巻
・
北
海
道
の
巻
【
三
平
く
ん
も
の
が
た
り
モ
チ
の
正
月
】
若
水
・
お
ぞ
う
に
・
モ
チ
【
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
】
か
る
た
と
り
・
出
初
式
・
木
遣
音
頭
・
も
ち
か
ざ
り
・
か
ま
く
ら
・
⑧
な
ま
は
げ
・
タ
コ
【
私
た
ち
の
研
究
室
お
正
月
の
行
事
】
ど
ん
ど
祭
・
左
義
長
・
鬼
す
べ
【
お
正
月
物
し
り
手
帳
】
し
め
な
わ
・
か
ど
ま
つ
・
ご
ま
め
・
か
ず
の
こ
・
し
し
ま
い
・
か
き
ぞ
め
中
西
義
男
（
絵
）
浜
康
雅
（
お
さ
る
の
し
し
ま
い
・
撮
）
伊
藤
永
之
介
・
大
石
哲
路
（
絵
）
太
田
歳
夫
（
文
と
絵
・
日
本
画
家
）
ほ
か
５
名
石
垣
純
二
（
前
ラ
ジ
オ
ド
ク
タ
ー
）・
武
田
将
美
（
絵
）
鎌
田
寿
（
仙
台
市
立
八
幡
小
教
諭
）・
山
田
武
男
（
京
都
学
芸
大
付
属
桃
山
小
教
諭
）・
梅
埜
静
夫
（
福
岡
市
立
警
固
小
教
諭
）
一
九
五
三
小
２
小
３
同同小
４
小
６
【
ど
ん
ど
】
ど
ん
ど
【
ど
ん
ど
や
き
】
ど
ん
ど
や
き
【
な
ぜ
な
ぜ
ポ
ス
ト
】
か
ど
ま
つ
・
ふ
く
じ
ゅ
そ
う
・
え
び
【
お
正
月
の
な
ら
わ
し
】
ど
ん
ど
や
き
・
も
ぐ
ら
お
い
・
⑨
な
ま
は
げ
・
か
ま
く
ら
（
後
掲
解
説
）
【
ぼ
く
の
私
の
お
正
月
】
オ
マ
ツ
サ
マ
・
三
九
郎
・
カ
マ
ク
ラ
・
福
岡
県
の
シ
ャ
チ
ギ
・
た
の
し
い
花
正
月
・
か
き
の
木
ま
つ
り
・
バ
タ
バ
タ
【
各
地
の
お
正
月
め
ぐ
り
】
東
京
の
お
正
月
・
埼
玉
県
奥
武
蔵
の
お
正
月
・
東
北
や
越
後
に
残
る
も
ぐ
ら
打
ち
・
果
樹
を
お
ど
か
す
習
慣
・
徳
島
の
あ
が
り
正
月
・
左
義
長
・
八
戸
の
え
ん
ぶ
り
・
秋
田
の
カ
マ
ク
ラ
大
平
よ
し
子
（
歌
）・
中
西
義
男
（
絵
）
川
上
四
郎
（
絵
）
司
会
江
馬
三
枝
子
・
県
代
表
の
小
学
生
八
名
戸
塚
文
子
・
井
上
た
け
し
（
絵
）
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
八
同習
１
習
２
同同習
４
同習
６
【
正
月
も
の
し
り
帳
】
若
水
・
お
ぞ
う
に
も
ち
・
き
た
き
り
ス
ズ
メ
・
ス
ケ
ー
ト
・
わ
れ
た
コ
ッ
プ
【
写
真
ニ
ュ
ー
ス
ゆ
き
ぐ
に
の
お
正
月
】
も
ち
ば
な
・
⑩
な
ま
は
げ
【
ど
ん
ど
ま
つ
り
】
ど
ん
ど
ま
つ
り
【
き
た
の
く
に
の
お
し
ょ
う
が
つ
】
ま
ゆ
だ
ま
・
だ
る
ま
い
ち
・
⑪
な
ま
は
げ
【
ど
ん
ど
ま
つ
り
】
ど
ん
ど
ま
つ
り
【
１
９
５
３
年
お
め
で
と
う
】
も
ち
か
ざ
り
・
か
ま
く
ら
・
タ
コ
・
出
初
式
・
木
遣
音
頭
【
お
正
月
の
理
科
な
ぜ
な
ぜ
お
と
し
だ
ま
】
か
ど
ま
つ
・
お
か
が
み
も
ち
・
お
と
そ
・
正
月
の
七
草
【
お
正
月
あ
ち
ら
こ
ち
ら
】
カ
マ
ク
ラ
・
モ
グ
ラ
モ
チ
退
治
・
鳥
追
い
・
ダ
シ
ヤ
レ
棒
・
サ
イ
ト
焼
・
ド
ン
ド
ン
焼
・
カ
ギ
ヒ
キ
冬
村
砂
男
野
上
彰
（
詩
）・
斎
藤
博
之
（
絵
）
初
山
滋
（
絵
）・
酒
井
朝
彦
（
文
）
西
沢
二
郎
（
東
京
都
桃
井
第
二
小
教
諭
）・
田
中
寿
太
郎
（
画
）
戸
塚
文
子
（
文
）
一
九
五
四
小
３
同小
６
習
３
同習
４
習
６
【
お
正
月
の
め
ず
ら
し
い
な
ら
わ
し
】
⑫
な
ま
は
げ
・
ど
ん
ど
や
き
・
か
ま
く
ら
・
ま
ゆ
ば
な
・
も
ぐ
ら
う
ち
【
お
正
月
な
ぜ
な
に
ポ
ス
ト
】
か
が
み
も
ち
・
ま
ん
ざ
い
・
か
ず
の
こ
・
わ
か
水
【
人
気
ス
タ
ー
お
正
月
珍
し
ょ
う
ば
い
】
し
し
ま
い
・
三
河
ま
ん
ざ
い
・
ま
ゆ
玉
売
り
・
さ
る
ま
わ
し
【
わ
た
く
し
た
ち
の
お
正
月
】
ま
ゆ
だ
ま
・
⑬
ナ
マ
ハ
ゲ
・
か
き
ば
な
・
な
る
か
な
ら
ぬ
か
・
と
り
お
い
・
も
ぐ
ら
う
ち
【
お
正
月
も
の
し
り
ち
ょ
う
】
か
ど
ま
つ
・
さ
る
ま
わ
し
・
し
し
ま
い
・
か
る
た
・
も
ち
・
た
こ
あ
げ
・
は
ね
つ
き
【
お
正
月
も
の
し
り
帳
】
か
ど
ま
つ
・
か
が
み
も
ち
・
お
正
月
の
た
べ
も
の
・
お
正
月
の
あ
そ
び
【
東
西
お
正
月
風
景
】
お
年
玉
と
お
か
ざ
り
・
食
べ
も
の
く
ら
べ
松
村
謙
（
指
導
・
東
京
学
芸
大
付
属
追
分
小
教
諭
）・
田
中
チ
エ
（
絵
）
西
沢
二
郎
（
東
京
都
桃
井
第
二
小
教
諭
）
今
野
円
助
（
文
）
一
九
五
五
小
１
同同小
２
小
３
小
４
習
１
習
２
【
う
れ
し
い
お
し
ょ
う
が
つ
】
か
ま
く
ら
あ
そ
び
・
さ
る
ま
わ
し
・
し
し
ま
い
・
ど
ん
ど
や
き
・
か
せ
と
り
【
お
も
し
ろ
い
お
し
ょ
う
が
つ
】
⑭
ナ
マ
ハ
ゲ
【
か
ま
く
ら
あ
そ
び
】
か
ま
く
ら
【
た
の
し
い
お
正
月
】
か
ま
く
ら
・
ど
ん
ど
や
き
・
も
ぐ
ら
う
ち
・
ま
ゆ
だ
ま
【
お
正
月
も
の
し
り
ち
ょ
う
】
か
ま
く
ら
・
は
ね
つ
き
・
ど
ん
ど
・
た
こ
あ
げ
【
北
か
ら
・
南
か
ら
お
正
月
じ
ま
ん
く
ら
べ
】
⑮
な
ま
は
げ
・
ま
ゆ
ば
な
・
か
ま
く
ら
【
な
か
よ
し
に
ゅ
ー
す
お
し
ょ
う
が
つ
】
か
ま
く
ら
・
ど
ん
ど
や
き
・
⑯
な
ま
は
げ
【
た
の
し
い
お
し
ょ
う
が
つ
】
⑰
ナ
マ
ハ
ゲ
・
か
ま
く
ら
・
か
る
た
か
い
大
田
か
お
る
（
絵
）
滝
田
要
吉
（
絵
）
鈴
木
寿
雄
（
絵
）
萩
谷
朴
（
二
松
学
舎
大
教
授
）
一
九
五
六
小
３
同同小
４
同小
６
習
１
同習
４
同
【
か
ま
く
ら
】
か
ま
く
ら
【
文
芸
童
話
赤
お
に
と
青
お
に
】
⑱
ナ
マ
ハ
ゲ
【
お
正
月
の
珍
し
い
な
ら
わ
し
】
ど
ん
ど
や
き
・
な
り
木
ぜ
め
・
ま
ゆ
玉
・
⑲
な
ま
は
げ
・
か
ま
く
ら
・
も
ぐ
ら
う
ち
・
三
河
万
才
【
各
地
の
お
正
月
】
か
ま
く
ら
・
⑳
な
ま
は
げ
・
ど
ん
ど
や
き
・
ま
ゆ
だ
ま
【
お
正
月
の
も
の
し
り
教
室
】
か
ど
ま
つ
・
し
め
か
ざ
り
・
か
が
み
も
ち
【
北
と
南
の
お
正
月
】
㉑
な
ま
は
げ
・
幸
木
【
う
れ
し
い
お
た
よ
り
】
か
ま
く
ら
・
㉒
な
ま
は
げ
・
お
け
ら
ま
い
り
・
ゆ
か
け
ま
つ
り
・
と
う
か
え
び
す
【
正
月
の
行
事
】
か
ま
く
ら
・
㉓
生
剥
（
な
ま
は
げ
）・
十
日
戎
（
後
掲
解
説
）
【
北
か
ら
南
か
ら
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
】
雪
の
芸
術
、
か
ま
く
ら
・
ス
キ
ー
・
玉
せ
せ
り
・
か
ん
も
ち
、
出
ぞ
め
式
・
か
い
つ
り
・
ス
キ
ー
、
雪
が
っ
せ
ん
【
お
正
月
も
の
し
り
ち
ょ
う
】
は
ね
つ
き
・
た
こ
あ
げ
・
か
る
た
・
も
ち
川
上
四
郎
（
絵
）
伊
藤
永
之
介
（
文
）・
大
石
哲
路
（
絵
）
宮
良
当
壮
（
文
学
博
士
）
堀
文
子
（
絵
）
萩
谷
朴
（
二
松
学
舎
大
教
授
）
藤
沢
衛
彦
（
監
修
・
明
治
大
教
授
）・
初
山
滋
（
絵
）
一
九
五
七
小
１
同小
３
同
【
か
ま
く
ら
】
か
ま
く
ら
【
た
の
し
い
お
正
月
】
ど
ん
ど
や
き
・
し
し
ま
い
・
㉔
な
ま
は
げ
【
や
あ
お
め
で
と
う
】
三
河
万
才
・
㉕
な
ま
は
げ
・
ま
ゆ
だ
ま
・
ど
ん
ど
や
き
・
か
ま
く
ら
【
楽
し
い
学
習
室
お
正
月
の
ち
し
き
】
お
も
ち
・
か
ず
の
こ
・
み
か
ん
と
り
ん
ご
小
田
隆
弘
（
撮
影
）
宮
良
当
壮
（
監
修
・
文
学
博
士
）・
山
遊
亭
金
時
、
刈
屋
ヒ
デ
子
（
三
河
万
才
出
演
）・
浜
康
雅
（
写
真
・
構
成
）
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
九
同同小
６
同習
１
同同習
２
習
３
同習
４
習
５
同
【
文
芸
読
み
物
浜
の
お
正
月
】
さ
る
ま
わ
し
・
し
し
ま
い
・
す
も
う
大
会
【
口
絵
の
解
説
】
三
河
万
才
・
㉖
な
ま
は
げ
・
ま
ゆ
だ
ま
・
ど
ん
ど
や
き
・
か
ま
く
ら
（
後
掲
解
説
）
【
日
本
の
東
と
西
お
正
月
く
ら
べ
】
門
松
・
お
年
玉
・
お
正
月
の
た
べ
も
の
・
お
正
月
の
あ
そ
び
【
日
本
伝
説
集
丹
波
ッ
子
の
お
正
月
様
】
【
各
地
の
お
正
月
】
お
わ
り
ま
ん
ざ
い
・
㉗
な
ま
は
げ
・
す
ね
か
・
は
る
ご
ま
【
お
正
月
事
典
】
元
旦
・
日
の
丸
・
た
こ
・
は
ね
・
お
正
月
・
㉘
な
ま
は
げ
・
か
ま
く
ら
【
本
誌
内
容
解
説
】
獅
子
舞
い
・
三
河
万
才
（
後
掲
解
説
）
【
た
の
し
い
お
正
月
】
㉙
な
ま
は
げ
・
ぼ
ん
て
ん
・
ま
ん
ざ
い
・
山
や
き
・
お
ん
だ
ま
つ
り
・
ど
や
ど
や
ま
つ
り
・
お
に
す
べ
【
な
ぜ
な
ぜ
き
ょ
う
し
つ
お
正
月
な
ぜ
な
ぜ
】
か
ど
ま
つ
・
と
し
だ
な
・
ど
ん
ど
や
き
・
し
め
な
わ
・
だ
い
だ
い
・
う
ら
じ
ろ
・
お
ぞ
う
に
・
お
せ
ち
・
お
と
そ
【
三
ね
ん
の
し
ん
ぶ
ん
】
北
の
国
か
ら
（
か
ま
く
ら
）
【
き
た
ぞ
！
た
の
し
い
お
正
月
】
佐
渡
の
と
う
ら
や
さ
ん
・
津
軽
石
川
の
サ
ケ
ま
つ
り
・
八
坂
の
お
け
ら
ま
い
り
・
㉚
男
鹿
の
な
ま
は
げ
【
な
ま
は
げ
】
㉛
な
ま
は
げ
【
お
め
で
と
う
１
９
５
７
年
】
か
ま
く
ら
鶴
田
知
也
（
文
）・
中
西
義
男
（
絵
）
藤
沢
衛
彦
（
文
）・
大
石
哲
路
（
絵
）
宮
尾
し
げ
を
（
指
導
、
絵
・
東
京
都
教
育
庁
文
化
財
専
門
委
員
）
藤
沢
衛
彦
（
指
導
・
明
治
大
教
授
）
一
九
五
八
小
２
小
３
習
１
習
３
習
４
【
ど
ん
ど
や
き
】
ど
ん
ど
や
き
【
な
ま
は
げ
】
32
な
ま
は
げ
【
な
ま
は
げ
】
33
な
ま
は
げ
【
も
の
し
り
は
く
ぶ
つ
か
ん
】
ま
つ
か
ざ
り
・
た
こ
・
ど
ん
ど
や
き
・
お
ぞ
う
に
・
は
ね
つ
き
【
や
っ
て
き
た
ぞ
お
正
月
】
か
ま
く
ら
・
と
り
お
い
ま
つ
り
・
田
あ
そ
び
・
雪
ま
つ
り
・
玉
せ
せ
り
坂
本
健
三
郎
（
絵
）
藤
沢
衛
彦
（
明
治
大
教
授
）
可
児
久
子
（
構
成
）
一
九
五
九
小
３
小
５
小
６
習
１
同同
【
楽
し
い
み
ん
な
の
お
正
月
】
ほ
ん
や
ら
洞
・
出
ぞ
め
式
・
34
な
ま
は
げ
・
だ
る
ま
市
・
お
と
な
り
の
国
中
国
の
お
正
月
【
日
本
の
初
日
の
出
】
北
国
の
か
ま
く
ら
あ
そ
び
【
古
跡
め
ぐ
り
村
は
ず
れ
の
神
さ
ま
】
道
祖
神
祭
・
こ
う
し
ん
・
馬
頭
観
音
・
ウ
マ
と
カ
イ
コ
【
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
】
お
け
ら
ま
い
り
・
か
ま
く
ら
【
お
正
月
も
の
し
り
ペ
ー
ジ
】
お
か
ざ
り
・
お
せ
ち
・
た
こ
あ
げ
・
お
ぞ
う
に
・
と
ん
ど
や
き
【
な
ま
は
げ
】
35
な
ま
は
げ
村
山
定
男
（
解
説
・
国
立
科
学
博
物
館
）
橋
浦
泰
雄
（
日
本
民
俗
学
会
名
誉
会
員
）
藤
沢
衛
彦
（
指
導
・
明
治
大
教
授
）・
山
田
三
郎
（
絵
）
佐
藤
喜
市
（
協
力
・
秋
田
県
男
鹿
市
荒
浪
会
）・
岡
野
茂
（
本
誌
特
派
・
撮
）
一
九
六
〇
小
３
同小
６
習
１
習
２
習
４
習
６
【
ぼ
く
と
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
の
お
正
月
】
36
な
ま
は
げ
・
か
ま
く
ら
・
だ
る
ま
い
ち
・
お
け
ら
火
・
鬼
の
夜
祭
り
【
お
正
月
物
知
り
ち
ょ
う
】
し
め
か
ざ
り
・
か
が
み
も
ち
・
七
草
が
ゆ
・
ネ
ズ
ミ
年
・
た
こ
あ
げ
【
お
正
月
読
本
地
方
の
正
月
行
事
】
37
な
ま
は
げ
・
か
ま
く
ら
・
ド
ン
ド
焼
き
【
お
正
月
お
た
の
し
み
ペ
ー
ジ
】
か
ま
く
ら
・
な
が
い
は
な
し
（
彦
一
）・
38
な
ま
は
げ
【
た
の
し
い
テ
レ
ビ
き
ょ
く
】
39
な
ま
は
げ
【
お
正
月
物
知
り
は
か
せ
】
か
ざ
り
・
食
べ
物
・
行
事
と
あ
そ
び
【
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
】
40
ナ
マ
ハ
ゲ
白
路
徹
（
か
ま
く
ら
・
絵
）・
桂
た
ろ
（
な
が
い
は
な
し
・
絵
）
柳
田
国
男
（
監
修
・
芸
術
院
会
員
）・
岡
野
茂
（
写
真
）
・
吉
村
二
三
生
（
絵
）
日
置
昌
一
（
文
）
一
九
六
一
小
２
小
５
習
２
【
は
て
な
き
ょ
う
し
つ
】
お
正
月
に
、
か
ど
松
を
な
ぜ
た
て
る
か
【
お
国
じ
ま
ん
ひ
と
ま
わ
り
】
41
な
ま
は
げ
・
羽
黒
山
の
あ
か
つ
き
ま
い
り
・
法
界
寺
は
だ
か
祭
【
な
か
よ
し
ポ
ス
ト
ぼ
く
の
わ
た
し
の
お
正
月
】
か
ま
く
ら
・
ど
ん
ど
や
き
・
雪
の
中
の
か
る
た
と
り
・
お
に
す
べ
小
林
次
郎
（
指
導
・
東
京
氷
川
小
教
諭
）
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
一
〇
認
で
き
た
一
月
号
は
、
小
学
館
誌
が
七
七
冊
、
学
研
誌
が
五
九
冊
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
合
計
一
三
六
冊
を
対
象
に
、
各
地
の
祭
礼
行
事
や
子
ど
も
の
遊
び
、
あ
る
い
は
家
庭
に
お
け
る
新
年
の
風
習
な
ど
、
民
俗
学
が
関
心
を
寄
せ
て
き
た
正
月
や
小
正
月
の
風
俗
慣
習
を
取
り
上
げ
た
記
事
、
あ
る
い
は
正
月
や
小
正
月
の
風
俗
慣
習
を
少
な
く
と
も
ひ
と
つ
以
上
含
む
記
事
を
「
正
月
行
事
関
連
記
事
」
と
定
義
し
て
、
そ
の
掲
載
状
況
を
調
べ
た
（
表
３
）。
基
本
的
に
は
、
村
の
暮
ら
し
の
中
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
具
体
性
を
も
っ
た
行
事
、
風
習
が
対
象
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
ば
「
た
こ
・
は
ね
・
こ
ま
・
か
る
た
・
か
き
ぞ
め
」
と
い
っ
た
組
み
合
わ
せ
の
記
事
や
、「
も
ち
・
黒
豆
・
ご
ま
め
・
か
ず
の
こ
」
と
い
っ
た
組
み
合
わ
せ
の
記
事
な
ど
で
、
記
述
内
容
が
一
般
的
に
過
ぎ
る
場
合
は
採
用
し
な
か
っ
た
。
あ
え
て
い
え
ば
、
町
と
村
の
対
比
の
中
で
、
地
方
の
村
落
生
活
に
埋
め
込
ま
れ
て
き
た
風
俗
慣
習
を
含
む
記
事
か
ど
う
か
を
吟
味
し
た
上
で
選
択
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
集
計
を
も
と
に
都
市
と
村
落
の
両
方
に
通
じ
る
子
ど
も
の
遊
び
や
、
正
月
の
儀
礼
食
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
き
た
い
。
以
上
の
手
続
き
を
経
て
、
小
学
館
誌
で
は
三
七
冊
（
四
八
％
）、
学
研
誌
で
は
三
〇
冊
（
五
一
％
）、
計
六
七
冊
に
記
事
が
確
認
さ
れ
た
。
同
じ
号
に
二
本
以
上
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
場
合
や
、
本
文
の
記
事
に
対
応
す
る
保
護
者
向
け
の
解
説
欄
が
別
頁
に
設
け
ら
れ
る
場
合
な
ど
も
あ
り
、
小
学
館
誌
の
記
事
数
五
九
本
、
学
研
誌
の
記
事
数
四
二
本
、
計
一
〇
一
本
の
正
月
行
事
関
連
記
事
を
得
た
。
小
学
館
誌
は
三
年
生
（
二
四
本
）
と
六
年
生
（
一
三
本
）、
学
研
誌
は
一
年
生
（
一
三
本
）
と
四
年
生
（
九
本
）
に
記
事
数
が
多
い
と
い
う
偏
り
の
違
い
を
除
け
ば
、
記
事
内
容
に
は
出
版
社
に
よ
る
特
段
の
差
異
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
た
め
一
〇
一
本
の
記
事
全
体
を
対
象
に
内
容
把
握
を
試
み
た
。
正
月
行
事
関
連
記
事
の
多
く
は
、
社
会
科
学
習
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
た
の
し
い
お
正
月
」「
お
正
月
の
あ
そ
注
１
『
小
学
一
年
生
』〜『
小
学
六
年
生
』
は
「
小
１
」〜「
小
６
」、『
一
年
の
学
習
』〜『
六
年
の
学
習
』
は
「
習
１
」〜「
習
６
」
と
略
し
た
。
注
２
行
事
や
風
習
の
見
出
し
を
欠
い
て
も
、
本
文
中
に
ま
と
ま
っ
た
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
使
わ
れ
て
い
る
名
称
を
掲
げ
た
。
注
３
ナ
マ
ハ
ゲ
の
前
に
付
し
た
丸
囲
み
数
字
は
、
表
５
・
表
６
に
対
応
す
る
。
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
一
一
び
」「
お
正
月
の
め
ず
ら
し
い
な
ら
わ
し
」
な
ど
の
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
、
挿
絵
や
写
真
を
主
体
に
全
国
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
風
習
を
紹
介
し
て
理
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
が
半
数
以
上
を
占
め
る
。
カ
ラ
ー
頁
の
口
絵
や
折
り
込
み
の
利
用
も
あ
る
。
地
方
の
読
者
か
ら
の
投
書
や
報
告
の
体
裁
を
と
る
も
の
も
あ
り
、
新
年
の
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。「
お
正
月
も
の
し
り
帳
」
「
お
正
月
な
ぜ
な
に
ポ
ス
ト
」「
お
正
月
の
ち
し
き
」
な
ど
の
問
答
形
式
の
記
事
で
は
、
文
字
情
報
を
中
心
と
し
た
事
典
的
知
識
の
提
供
に
重
き
が
お
か
れ
、
挿
絵
や
写
真
は
あ
っ
て
も
小
さ
く
付
随
的
で
あ
る
。
他
方
、
児
童
向
け
小
説
に
も
正
月
行
事
や
新
年
習
俗
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
ど
ん
ど
や
き
」「
か
ま
く
ら
あ
そ
び
」
な
ど
の
よ
う
に
、
単
一
の
行
事
を
紹
介
す
る
記
事
で
、
見
開
き
や
一
頁
大
に
絵
や
写
真
を
掲
げ
て
、
詩
や
散
文
を
添
え
た
も
の
が
あ
る
。
解
説
を
付
さ
な
い
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
国
語
科
の
学
習
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
〇
一
本
中
、
半
数
を
超
え
る
五
六
本
の
記
事
に
は
人
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
所
属
や
肩
書
き
を
付
し
た
も
の
が
あ
り
、
文
、
絵
（
え
）、
画
、
歌
（
う
た
）、
詩
、
撮
影
、
出
演
、
協
力
、
監
修
、
指
導
、
構
成
、
司
会
な
ど
の
語
を
添
え
た
も
の
も
あ
る
。
記
事
中
に
そ
れ
ぞ
れ
の
果
た
し
た
役
割
を
簡
略
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
執
筆
者
に
は
、
現
職
の
小
学
校
教
員
が
目
立
つ
。
民
俗
学
関
係
者
で
は
、
和
マ
マ
歌
森
太
郎
、
野
口
義
惠
、
大
藤
時
彦
、
江
馬
三
枝
子
、
今
野
円
助
、
橋
浦
泰
雄
、
宮
良
当
壮
、
藤
沢
衛
彦
、
宮
尾
し
げ
を
ら
の
名
前
が
あ
り
、「
芸
術
院
会
員
柳
田
国
男
（
監
修
）」
と
す
る
記
事
も
あ
る
。
柳
田
、
和
歌
森
、
大
藤
、
今
野
、
橋
浦
、
宮
良
は
民
俗
学
研
究
所
（
一
（
 
）
九
四
七
〜
五
七
）
の
同
人
で
あ
り
、
野
口
、
江
馬
も
柳
田
と
は
至
近
の
関
係
に
あ
っ
た
。
和
歌
森
は
、
も
っ
と
も
早
い
時
期
に
「
カ
マ
ク
ラ
」
や
「
ド
ン
ド
や
き
」
を
解
説
し
た
。
柳
田
国
男
『
村
と
学
童
』（
一
九
四
五
）
の
挿
絵
を
描
い
た
野
口
は
、
後
に
は
「
柳
田
社
会
科
」
の
教
科
書
『
日
本
の
社
会
』（
実
業
之
日
本
社
）
に
お
い
て
も
、
挿
絵
画
家
と
し
て
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
表
に
は
含
ま
な
い
が
、
や
は
り
民
俗
学
研
究
所
同
人
の
瀬
川
清
子
は
、
一
九
五
一
年
の
『
小
学
六
年
生
』
一
月
調
整
号
に
お
い
て
「
座
談
会
お
正
月
さ
ま
の
は
な
し
」
で
解
説
役
を
つ
と
め
て
い
る
。
な
お
、
小
学
校
教
員
以
外
で
複
数
回
登
場
す
る
の
は
、
宮
良
、
藤
沢
と
、
伊
藤
永
之
介
、
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
一
二
萩
谷
朴
、
戸
塚
文
子
で
あ
る
。
伊
藤
は
秋
田
生
ま
れ
の
作
家
、
萩
谷
は
国
文
学
者
、
戸
塚
は
当
時
、
旅
行
雑
誌
『
旅
』
の
編
集
長
で
あ
っ
た
。
正
月
行
事
関
連
記
事
の
す
べ
て
を
も
と
に
、
正
月
や
小
正
月
の
風
俗
慣
習
の
登
場
回
数
を
集
計
し
て
み
た
（
表
４
）。
ど
ん
ど
や
き
と
左
義
長
の
よ
う
に
、
同
一
記
事
内
で
類
似
行
事
が
別
々
に
説
明
さ
れ
た
り
描
か
れ
た
り
し
て
い
る
も
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
を
単
純
に
一
回
と
数
え
た
。
集
落
規
模
で
実
施
さ
れ
る
行
事
、
子
ど
も
の
遊
び
、
門
付
け
芸
、
家
で
の
飾
り
物
、
儀
礼
食
な
ど
が
混
在
す
る
の
は
、
も
と
の
記
事
が
有
し
た
自
由
度
を
反
映
し
て
い
る
。
他
を
圧
倒
す
る
回
数
を
示
し
た
の
は
、「
な
ま
は
げ
」（
四
一
回
）、「
か
ま
く
ら
」（
四
〇
回
）、「
ど
ん
ど
」（
三
七
回
）
で
あ
る
。
表 4 正月行事関連記事における行事・風習の登場回数
行事・風習
なまはげ（なまはぎ・ナマハゲ）
かまくら（ゆきむろ・かまくらあそび）
どんど（どんどやき・どんどんやき・どんどまつり・おんのめやき・左義長・サイト
焼・三九郎・とうらやさん）
まゆだま（まゆばな・もちばな・もちかざり）
かどまつ（オマツサマ・まつかざり）
まんざい（三河万才・おわりまんざい）
もち（かんもち・おぞうに）
もぐらうち（もぐらおい・モグラモチ退治）
ししまい
かがみもち（かさねもち）
しめかざり（しめなわ）
おかざり（とこかざり・みのぐみ）
たこ（たこあげ）
はね（はねつき）
かるた（かるたとり）
さるまわし（おさるのししまい）
とりおい（鳥おい小屋）
おとそ
さいわい木（幸木・しゃあ木）
おせち
注 1）丸括弧の名称は同じ行事・風習、あるいはは類似の行事・風習としてカウントした。
注 2）一部の漢字を仮名にあらためた。
回数
41
40
37
19
15
11
10
10
10
8
8
8
7
6
6
5
4
3
3
2
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
一
三
こ
れ
ら
は
対
象
期
間
を
通
じ
て
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
読
者
に
強
い
印
象
を
与
え
る
行
事
で
あ
り
、
色
刷
り
の
挿
絵
に
馴
染
み
、
写
真
映
え
す
る
被
写
体
と
な
っ
た
。「
も
ぐ
ら
う
ち
」（
一
〇
回
）
は
期
間
の
前
半
に
集
中
し
、
一
九
五
七
年
以
降
は
登
場
し
て
い
な
い
。「
ま
ゆ
だ
ま
」（
一
九
回
）、「
か
ど
ま
つ
」（
一
五
回
）
な
ど
の
飾
り
物
は
、「
か
が
み
も
ち
」（
八
回
）、「
し
め
な
わ
」（
八
回
）、
「
お
か
ざ
り
」（
八
回
）
な
ど
を
合
わ
せ
る
と
、
大
き
な
ま
と
ま
り
を
な
す
。
門
付
け
で
は
万
才
（
一
一
回
）
を
最
多
と
す
る
。「
も
ち
・
お
ぞ
う
に
」（
一
〇
回
）
に
代
表
さ
れ
る
正
月
食
の
項
目
群
や
、
た
こ
（
七
回
）、
は
ね
（
六
回
）、
か
る
た
（
六
回
）
な
ど
の
よ
う
に
、
都
会
の
子
ど
も
た
ち
に
も
身
近
な
遊
び
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
と
お
り
記
事
採
録
の
方
法
に
条
件
を
つ
け
た
た
め
、
数
字
は
参
考
に
と
ど
ま
る
。
三
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
正
月
行
事
関
連
記
事
一
〇
一
本
の
中
か
ら
、
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
を
含
む
一
九
五
一
〜
六
一
年
の
四
一
本
を
対
象
に
、
ナ
マ
ハ
ゲ
に
関
す
る
部
分
を
取
り
出
し
て
二
つ
の
表
に
ま
と
め
た
。
表
５
は
、
記
事
に
用
い
ら
れ
た
挿
絵
（
挿
画
）
と
写
真
の
内
容
を
整
理
し
て
示
し
た
。
表
６
は
、
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
の
文
字
情
報
を
抜
き
出
し
て
一
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
両
表
と
も
前
章
、
表
３
の
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
の
付
番
通
り
に
作
表
し
て
い
る
。
表
５
は
、
記
事
名
や
ナ
マ
ハ
ゲ
表
記
を
省
略
し
た
。
（
１
）
挿
絵
と
写
真
文
章
の
み
か
ら
な
る
解
説
記
事
㉓
を
除
き
、
残
り
四
〇
本
の
記
事
の
中
に
挿
絵
が
一
八
点
、
写
真
が
五
〇
点
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
面
を
か
ぶ
り
蓑
を
着
け
た
ナ
マ
ハ
ゲ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
い
ず
れ
の
記
事
に
も
共
通
し
て
い
る
。
包
丁
、
鍬
、
大
き
な
御
幣
（
幣
束
）、
手
桶
の
四
つ
が
ナ
マ
ハ
ゲ
の
主
要
な
持
ち
物
で
あ
り
、
例
外
な
く
と
い
え
る
ほ
ど
、
手
に
し
て
い
る
の
は
包
丁
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
、
棒
を
持
た
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
一
四
年 No 誌名 挿絵・写真枚数 挿絵・写真ソース 備考 カラー 子ども
1951
① 小 2 挿絵×1 『雪国の民俗』 脇本富永大倉 Aを模す ○ ×
② 小 3 挿絵×1 『雪国の民俗』 脇本富永大倉 Bを模す ○ ×
③ 小 3 挿絵×1 『雪国の民俗』 脇本富永大倉 Aを模す × ×
④ 小 4 挿絵×1 『雪国の民俗』 脇本富永大倉 Bを模す × ×
⑤ 小 5 挿絵×1 『諸国年中行事』 頁全部を模す × ○
1952
⑥ ○×上金川 A・B写真×2小 3
⑦ ○×相川に似せる挿絵×1小 3
⑧ ××上金川 A・C写真×2習 4
1953
⑨ ××挿絵に特徴なし挿絵×1小 3
⑩ ○×上金川 A・B写真×2習 1
⑪ ○×上金川 A・B・D写真×3習 2
1954
⑫ ○×裏焼き上金川 A写真×1小 3
⑬ 習 3 挿絵×1 『雪国の民俗』 脇本富永大倉に似せる × ×
1955
⑭ 小 1 挿絵×1 『諸国年中行事』 写真をもとに創作 ◎ ○
⑮ ○×裏焼き上金川 A写真×1小 4
⑯ ××上金川 E写真×1習 1
⑰ ○×上金川 A写真×1習 2
1956
⑱ ○×挿絵に特徴なし上金川 F写真×1・挿絵×2小 3
⑲ ××上金川 G写真×1小 3
⑳ ×◎上金川 Hを模す挿絵×1小 4
㉑ 小 6 挿絵×1 『雪国の民俗』 脇本富永大倉 Cを模す ○ ○
㉒ ○○上金川 A・H・I写真×2習 1
㉓ 文字情報のみ習 1
1957
㉔ ○×上金川 A・G写真×2小 1
㉕ ○◎上金川 A写真×1小 3
㉖ ××挿絵に特徴なし挿絵×1小 3
㉗ ○×相川 A・払戸・上金川 A写真×3習 1
㉘ ××上金川 E写真×1習 1
㉙ ××相川 B写真×1習 2
㉚ ××相川 C・D写真×2習 4
㉛ ××相川 E写真×1習 5
1958
32 ○○上金川 B・G・H・J・K写真×5小 3
33 習 1 写真×4・挿絵×3 相川 C・F・G・H 挿絵は相川に似せる ○ ×
1959
34 ××不詳 X写真×1小 3
35 習 1 写真×6・挿絵×1 荒浪会 A・B・C・D・E・F 挿絵は荒浪会に似せる ◎ ○
1960
36 ××不詳 X写真×1小 3
37 ××上金川 L写真×1小 6
38 習 1 写真×2・挿絵×1 上金川 A・荒浪会 C 挿絵に特徴なし × ○
39 ○◎荒波会 D写真×1習 2
40 ××相川 I写真×1習 6
1961 41 ×○挿絵×1小 5
表 5 ナマハゲの挿絵と写真：1951～61年
注 1）①～41の丸囲み数字は、表 3のナマハゲ記事の付番に対応する。誌名の省略方法も表 3
に合わせた。
注 2）挿絵・写真を数える際にコマ漫画の形をしているものは全体で 1つと数えた。
注 3）A・B・C などの記号は、ことなる写真であることを表すために任意に付した。順序に意
味はない。
注 4）モデルとなる挿絵や写真を透写するに近いものを「模す」、モデルは不明ながらどこのナ
マハゲか判断できものを「似せる」とした。
注 5）カラー印刷には◎、二色刷は○、黒・青などの単色は×とした。
注 6）ナマハゲとともに子どもが登場するものは○、子どもが登場しないものは×とした。
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
一
五
表
６
ナ
マ
ハ
ゲ
の
記
述：
一
九
五
一
〜
六
一
年
年
№
誌
名
・【
記
事
名
】・
小
見
出
し
・
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
全
文
（
一
部
の
み
抜
粋
）
備
考
一
九
五
一
①
小
２
【
お
正
月
の
あ
そ
び
】
な
ま
は
ぎ
／
北
の
国
で
は
、
木
の
か
わ
や
か
み
で
つ
く
っ
た
お
に
の
め
ん
を
か
ぶ
っ
て
お
も
ち
を
も
ら
い
に
あ
る
き
ま
す
。
②
マ
マ
小
３
【
お
正
月
の
あ
そ
び
】
な
ま
は
げ
／ 
ウ
ォ
ー
ウ
ォ
ー
こ
の
う
ち
に
な
く
子
が
い
だ
か
い
ね
が
…

な
ま
は
げ
の
お
に
が
ま
ね
っ
て
き
ま
し
た
。
③
小
３
【
お
正
月
の
あ
そ
び
】
な
ま
は
げ
／
き
ゅ
う
の
お
正
月
十
五
日
の
夜
、
木
の
か
わ
や
か
み
で
つ
く
っ
た
お
に
の
め
ん
を
か
ぶ
り
、
で
ば
ぼ
う
ち
ょ
う
や
く
わ
を
も
っ
て
、
み
の
を
き
た
お
と
こ
の
人
が
『
ウ
ォ
ー
ウ
ォ
ー
こ
の
う
ち
の
な
く
子
が
い
だ
か
い
ね
が
…
…
』
と
い
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
の
う
ち
を
ま
わ
り
あ
る
く
も
の
で
、
お
も
に
東
北
の
秋
田
県
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
巻
末
解
説
④
小
４
【
わ
た
く
し
た
ち
の
お
正
月
の
く
ら
し
】
な
ま
は
げ
／「
よ
く
な
い
こ
ど
も
は
い
な
い
か
！
」
と
い
い
な
が
ら
下
の
よ
う
な
こ
わ
い
も
の
が
、
ど
っ
か
ど
っ
か
と
、
お
う
ち
の
な
か
ま
で
は
い
り
こ
ん
で
き
た
ら
、
み
な
さ
ん
は
、
ど
う
し
ま
す
か
。
こ
れ
は
、
秋
田
県
の
男
鹿
半
島
あ
た
り
に
み
ら
れ
る
ぎ
ょ
う
じ
で
、
あ
く
ま
を
お
い
は
ら
う
た
め
に
、
村
の
わ
か
い
人
た
ち
が
、
こ
ん
な
か
っ
こ
う
を
し
て
、
村
じ
ゅ
う
を
あ
る
き
ま
わ
る
の
で
す
。
大
藤
時
彦
に
よ
る
記
事
⑤
小
５
【
絵
と
き
学
習
め
ず
ら
し
い
お
正
月
】
秋
田
の
な
ま
は
げ
／
秋
田
の
な
ま
は
げ
は
、
若
者
が
三
人
、
五
人
と
く
み
、
お
に
の
面
や
ほ
う
ち
ょ
う
を
持
っ
て
、
家
い
え
を
お
と
ず
れ
る
。
す
る
と
家
人
は
た
い
せ
つ
に
も
て
な
し
を
す
る
と
い
う
。
あ
く
ま
ば
ら
い
の
め
ず
ら
し
い
行
事
。
一
九
五
二
⑥
小
３
【
お
正
月
の
め
ず
ら
し
い
な
ら
わ
し
】
な
ま
は
げ
／「
な
く
子
は
い
な
い
か
！
！
」
と
、
わ
る
い
こ
ど
も
を
こ
ら
し
め
る
お
そ
ろ
し
い
お
に
、
な
ま
は
げ
が
、
お
正
月
の
ば
ん
に
や
っ
て
き
ま
す
。（
さ
む
い
秋
田
県
の
行
事
で
す
）／「
ウ
ォ
ー
ッ
、
ウ
ォ
ー
ッ
。」
い
よ
い
よ
お
に
が
お
み
や
か
ら
で
て
き
ま
し
た
。
⑦
小
３
【
正
月
の
お
に
】
な
ま
は
げ
／
孝
二
の
す
ん
で
い
る
ち
ほ
う
で
は
、
む
か
し
か
ら
な
ま
は
げ
と
い
う
な
ら
わ
し
が
、
つ
た
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
正
月
に
な
る
と
、
お
に
の
め
ん
を
か
ぶ
り
、
け
が
わ
を
き
た
村
び
と
た
ち
が
、
村
じ
ゅ
う
の
う
ち
を
ま
わ
っ
て
あ
る
く
な
ら
わ
し
で
し
た
。
／『
な
く
子
は
、
い
な
い
か
あ
…
。』『
お
や
の
い
う
こ
と
を
き
か
な
い
子
や
、
あ
ば
れ
ん
ぼ
う
の
子
は
い
な
い
か
あ
。』『
お
金
を
つ
か
う
子
は
、
い
な
い
か
あ
…
。
』
か
み
な
り
の
よ
う
な
、
お
お
ご
え
で
、
口
ぐ
ち
に
わ
め
き
、
足
を
ふ
み
な
ら
し
て
、
お
に
た
ち
は
孝
二
が
か
く
れ
て
い
る
長
も
ち
の
そ
ば
を
か
け
ぬ
け
ま
し
た
。
伊
藤
永
之
介
の
小
説
⑧
習
４
【
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
】
な
ま
は
げ
／
旧
の
十
五
日
の
お
正
月
に
、
秋
田
県
の
男
鹿
半
島
で
は
、
鬼
の
か
っ
こ
う
を
し
て
家
家
を
ま
わ
っ
て
あ
る
き
ま
す
。
鬼
の
持
つ
も
の
は
、
村
に
よ
っ
て
ち
が
い
ま
す
。
一
九
五
三
⑨
小
３
【
お
正
月
の
な
ら
わ
し
】
な
ま
は
げ
／
お
正
月
の
夜
お
に
の
め
ん
を
か
ぶ
り
、
ほ
う
ち
ょ
う
や
、
く
わ
を
、
も
っ
て
、
み
の
を
き
た
人
が
、「
ウ
ォ
ー
ウ
ォ
ー
、
こ
の
う
ち
に
な
く
子
は
、
い
だ
か
い
ね
か
…
。
」
と
、
ど
な
り
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
の
う
ち
を
ま
わ
り
あ
る
く
、
東
北
青
森
県
の
な
ら
わ
し
で
す
。
巻
末
解
説
⑩
習
１
【
写
真
ニ
ュ
ー
ス
ゆ
き
ぐ
に
の
お
正
月
】
な
ま
は
げ
／
／
こ
わ
い
お
め
ん
を
か
ぶ
っ
た
人
が
「
な
く
こ
は
い
な
い
か
」
と
ま
わ
っ
て
き
ま
す
。
／
お
み
や
を
で
て
く
る
と
こ
ろ
／「
な
く
こ
は
い
な
い
か
」「
わ
る
い
こ
は
い
な
い
か
」
⑪
習
２
【
き
た
の
く
に
の
お
し
ょ
う
が
つ
】
な
ま
は
げ
／「
わ
る
い
子
は
い
な
い
か
」
と
、
さ
が
し
て
ま
わ
り
ま
す
。
わ
る
い
子
は
な
ま
は
げ
に
た
べ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
み
ん
な
こ
と
し
も
い
い
子
に
な
っ
て
く
ら
し
ま
す
と
、
や
く
そ
く
い
た
し
ま
す
。
／
お
め
ん
を
か
ぶ
っ
た
な
ま
は
げ
が
お
宮
か
ら
村
へ
…
／
む
こ
う
の
家
、
こ
ち
ら
の
家
に
、
…
…
一
九
五
四
⑫
小
３
【
お
正
月
の
め
ず
ら
し
い
な
ら
わ
し
】
な
ま
は
げ
／「
う
お
、
う
お
。
な
く
こ
は
い
な
い
か
。
」
と
お
そ
ろ
し
い
お
に
が
、
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
秋
田
ち
ほ
う
に
つ
た
え
ら
れ
て
い
る
、
な
ま
は
げ
と
い
う
な
ら
わ
し
で
、
正
月
十
五
日
の
夜
に
、
お
に
の
め
ん
を
か
ぶ
り
、
ほ
う
ち
ょ
う
や
く
わ
を
も
っ
て
、
み
の
を
き
た
人
が
大
声
で
ど
な
り
な
が
ら
、
ほ
う
ぼ
う
の
う
ち
を
、
あ
る
き
ま
わ
り
ま
す
。
⑬
習
３
【
わ
た
く
し
た
ち
の
お
正
月
】
な
ま
は
げ
／
な
く
子
は
い
な
い
か
と
い
う
の
は
、
よ
く
し
ら
れ
て
い
る
秋
田
県
の
お
正
月
の
行
事
な
の
で
す
。
男
鹿
半
島
の
山
か
ら
町
へ
く
だ
っ
て
き
て
、
み
ん
な
の
家
を
お
は
ら
い
し
て
ま
わ
る
の
で
す
。
ナ
マ
ハ
ゲ
と
い
わ
れ
、
十
五
日
の
夜
に
お
に
の
め
ん
を
か
ぶ
っ
て
、「
な
く
子
は
い
な
い
か
？
わ
る
も
の
は
い
な
い
か
？
」
と
い
っ
て
き
ま
す
。「
い
ま
せ
ん
よ
。」
と
い
う
と
、
お
も
ち
を
も
ら
っ
て
帰
っ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。（
秋
田
県
・
名
前
）
読
者
の
報
告
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
一
六
一
九
五
五
⑭
小
１
【
お
も
し
ろ
い
お
し
ょ
う
が
つ
】
な
ま
は
げ
／
む
ら
の
お
じ
さ
ん
が
わ
る
い
こ
は
い
な
い
か
ね
と
、
ま
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
わ
っ
て
き
た
ら
、
ご
ち
そ
う
し
ま
す
。
／
お
か
あ
さ
ま
へ
こ
れ
は
、
ナ
マ
ハ
ゲ
と
い
わ
れ
る
年
中
行
事
で
、
秋
田
県
の
男
鹿
半
島
の
そ
れ
は
有
名
で
す
。
古
い
正
月
行
事
の
遺
風
と
し
て
い
ま
で
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
か
あ
さ
ま
へ
の
解
説
付
⑮
マ
マ
小
４
【
北
か
ら
・
南
か
ら
お
正
月
じ
ま
ん
く
ら
べ
】
な
ま
は
げ
／
正
月
十
五
日
の
夜
、
お
に
の
め
ん
を
か
ぶ
っ
て
み
の
を
き
て
人
た
ち
が
、「
な
く
子
は
い
な
い
か
」
と
、
ほ
う
ぼ
う
の
う
ち
を
、
あ
る
き
ま
わ
り
ま
す
。
秋
田
の
ふ
る
い
な
ら
わ
し
。
⑯
習
１
【
な
か
よ
し
に
ゅ
ー
す
お
し
ょ
う
が
つ
】
な
ま
は
げ
／
わ
る
い
子
は
い
な
い
か
と
、
お
め
ん
を
か
ぶ
っ
た
ひ
と
が
く
る
お
ま
つ
り
で
す
。（
秋
田
）
⑰
習
２
【
た
の
し
い
お
し
ょ
う
が
つ
】
ナ
マ
ハ
ゲ
／「
な
く
子
は
い
な
い
か
。
」「
さ
む
が
り
や
は
い
な
い
か
。
」
お
そ
ろ
し
い
め
ん
を
つ
け
て
、
い
え
い
え
を
ま
わ
り
あ
る
く
ナ
マ
ハ
ゲ
（
あ
き
た
け
ん
）
一
九
五
六
⑱
小
３
【
文
芸
童
話
】
赤
お
に
と
青
お
に
／
ナ
マ
ハ
ゲ
と
い
う
の
は
、
き
ゅ
う
の
正
月
十
五
日
の
夜
、
お
に
の
か
た
ち
を
し
た
若
者
が
、「
な
く
子
は
い
な
い
か
。
な
ま
け
者
は
い
な
い
か
。
」
と
、
村
の
家
い
え
を
ま
わ
っ
て
歩
く
東
北
地
方
の
な
ら
わ
し
な
の
で
す
。
／
な
あ
ん
だ
知
ら
な
い
の
か
ー
赤
神
と
い
う
の
は
赤
い
か
み
の
毛
と
い
う
こ
と
だ
よ
。
大
む
か
し
に
赤
い
か
み
の
毛
の
い
じ
ん
（
外
国
人
）
が
こ
の
半
島
に
上
陸
し
て
、
お
山
に
住
ん
で
い
て
な
ー
時
ど
き
山
を
お
り
て
来
て
は
物
を
取
っ
て
い
っ
た
ん
だ
よ
。
そ
こ
で
、
あ
か
が
み
山
（
赤
髪
）
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
し
ま
い
に
、
ナ
マ
ハ
ゲ
に
な
っ
た
の
さ
。
伊
藤
永
之
介
の
小
説
⑲
小
３
【
お
正
月
の
珍
し
い
な
ら
わ
し
】
な
ま
は
げ
／
正
月
十
五
日
の
夜
、
お
に
の
か
た
ち
を
し
た
若
者
が
「
な
く
子
は
い
な
い
か
。
」
な
ど
と
さ
け
び
な
が
ら
、
村
の
家
い
え
を
か
け
ま
わ
り
ま
す
。
秋
田
地
方
の
な
ら
わ
し
で
、
こ
の
お
に
が
ま
わ
っ
て
く
る
と
、
お
め
で
た
い
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
宮
良
当
壮
に
よ
る
解
説
⑳
小
４
【
各
地
の
お
正
月
】
②
な
ま
は
げ
／「
こ
ん
ば
ん
は
、
な
く
子
は
い
ま
せ
ん
か
。
」
赤
お
に
と
青
お
に
が
、
は
い
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
な
ま
は
げ
は
、
こ
う
し
て
お
正
月
の
お
祝
い
に
く
る
の
で
す
。
お
も
し
ろ
い
行
事
で
す
。
／
こ
れ
ら
は
、
た
い
て
い
小
正
月
（
１
月
１５
日
）
の
行
事
で
す
。
①
②
は
北
国
、
③
④
は
ど
こ
で
も
や
り
ま
す
。
コ
ラ
ム
解
説
㉑
小
６
【
北
と
南
の
お
正
月
】
な
ま
は
げ
／
秋
田
県
の
男
鹿
半
島
で
は
、
お
正
月
の
十
五
日
の
晩
に
な
ま
は
げ
と
い
っ
て
、
村
の
青
年
が
二
、
三
人
一
組
に
な
っ
て
、
お
そ
ろ
し
い
お
面
を
か
ぶ
り
、
ミ
ノ
を
つ
け
、
木
で
つ
く
っ
た
刃
物
を
も
ち
、
箱
の
中
に
小
さ
な
物
を
い
れ
て
カ
ラ
カ
ラ
鳴
ら
し
な
が
ら
家
々
を
訪
れ
ま
す
。
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
に
、
い
ろ
い
ろ
た
め
に
な
る
こ
と
を
教
え
、
お
祝
い
の
言
葉
を
の
べ
ま
す
。
家
の
主
人
は
お
酒
や
さ
か
な
を
ご
ち
そ
う
し
て
帰
し
ま
す
が
、
こ
の
な
ら
わ
し
は
東
北
地
方
に
ひ
ろ
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
㉒
習
１
【
う
れ
し
い
お
た
よ
り
】
な
ま
は
げ
／
お
し
ょ
う
が
つ
に
な
る
と
な
ま
は
げ
が
く
る
。「
わ
る
い
子
は
い
ね
え
か
。
」
わ
た
し
は
わ
る
い
子
じ
ゃ
な
い
の
に
こ
わ
い
か
お
を
し
て
き
ま
す
。
秋
田
県
名
前
／
な
ま
は
げ
の
め
ん
読
者
の
報
告
㉓
習
１
【
正
月
の
行
事
】
生
剥
（
な
ま
は
げ
）／
秋
田
県
男
鹿
半
島
の
村
々
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
奇
習
で
、
新
暦
の
大
晦
日
又
は
一
月
十
五
日
頃
の
夜
、
村
の
若
者
た
ち
が
鬼
の
面
を
か
ぶ
り
、
蓑
を
つ
け
、
赤
神
神
社
の
社
か
ら
村
里
へ
お
り
て
き
ま
す
。
鬼
た
ち
は
口
々
に
「
こ
の
家
に
泣
ぐ
子
は
い
ね
か
。
」
と
叫
び
家
へ
入
っ
て
き
ま
す
。
巻
末
解
説
一
九
五
七
㉔
小
１
【
た
の
し
い
お
正
月
】
な
ま
は
げ
／「
わ
る
い
こ
は
い
ま
せ
ん
か
。
」
む
ら
の
お
じ
さ
ん
が
ま
わ
っ
て
き
た
ら
、
ご
ち
そ
う
し
ま
す
。
／
お
か
あ
さ
ま
へ
な
ま
は
げ
は
秋
田
県
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
正
月
行
事
で
男
鹿
半
島
の
な
ま
は
げ
は
特
に
有
名
で
す
。
お
か
あ
さ
ま
へ
の
解
説
付
㉕
小
３
【
や
あ
お
め
で
と
う
】
な
ま
は
げ
／「
う
お
っ
、
な
く
子
は
い
な
い
か
。
」
と
お
に
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
秋
田
地
方
の
な
ま
は
げ
と
い
う
な
ら
わ
し
で
、
正
月
の
十
五
日
の
晩
に
、
お
に
の
面
を
か
ぶ
り
、
み
の
を
着
た
人
が
、
ほ
う
ち
ょ
う
や
く
わ
を
持
っ
て
、
ほ
う
ぼ
う
の
家
を
ま
わ
り
ま
す
。
㉖
小
３
【
口
絵
の
解
説
】
な
ま
は
げ
／
…
…
東
北
、
特
に
秋
田
地
方
で
行
わ
れ
る
有
名
な
正
月
十
五
日
夜
の
行
事
で
、
青
年
数
名
が
、
大
き
な
鬼
面
を
か
ぶ
り
、
み
の
を
着
て
、
木
製
の
刃
物
や
幣
束
（
へ
い
そ
く
）
な
ど
を
持
ち
、
家
い
え
を
訪
れ
て
酒
食
や
祝
儀
を
う
け
ま
す
。
鬼
面
に
は
、
か
ら
だ
の
半
分
も
あ
る
も
の
が
あ
り
、「
う
お
う
っ
、
う
お
う
っ
、
泣
く
子
は
い
な
い
が
、
寝
な
い
子
は
い
な
い
か
。
」
と
叫
び
つ
つ
、
家
へ
は
い
っ
て
来
る
た
め
、
そ
の
恐
ろ
し
さ
は
、
強
く
子
ど
も
た
ち
に
印
象
づ
け
ら
れ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
巻
末
解
説
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
一
七
一
九
五
七
㉗
習
１
【
各
地
の
お
正
月
】
な
ま
は
げ
／
秋
田
県
／
お
正
月
に
な
る
と
、
山
か
ら
お
め
ん
を
か
ぶ
っ
て
や
っ
て
き
ま
す
。「
な
く
子
は
い
な
い
か
ー
。
」
と
、
い
い
な
が
ら
、
は
い
っ
て
き
ま
す
。
／
い
ろ
い
ろ
な
お
に
が
い
ま
す
ね
。
ど
れ
が
一
ば
ん
こ
わ
い
で
す
か
。
／「
も
う
な
か
な
い
か
ら
か
ん
に
ん
し
て
よ
ー
。」
㉘
習
１
【
お
正
月
事
典
】
な
ま
は
げ
／
な
ま
は
げ
は
秋
田
県
男
鹿
半
島
が
有
名
で
す
。
村
の
若
者
た
ち
が
鬼
の
面
を
か
ぶ
り
、
ミ
ノ
を
着
て
、
手
製
の
出
刃
包
丁
を
持
ち
、
腰
マ
マ
の
絵
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、
神
社
か
ら
村
里
へ
お
り
て
き
ま
す
。
民
家
に
入
る
と
、「
良
く
ね
え
餓
鬼
は
い
ね
え
か
。
」
と
悪
い
子
を
探
し
、
謝
る
ま
で
は
許
し
ま
せ
ん
。
こ
た
つ
に
ば
か
り
あ
た
っ
て
い
る
子
に
は
、
包
丁
で
皮
を
剥
ぐ
ぞ
と
お
ど
か
し
ま
す
。
こ
う
し
て
、
こ
ど
も
た
ち
は
良
い
子
に
な
る
こ
と
を
約
束
し
て
新
年
を
迎
え
ま
す
巻
末
解
説
㉙
習
２
【
た
の
し
い
お
正
月
】
な
ま
は
げ
／
き
ょ
う
は
年
と
り
で
す
。
お
に
の
く
る
日
で
す
。
よ
る
、
お
ゆ
か
ら
あ
が
ろ
う
と
し
た
ら
、
と
な
り
か
ら
、「
ウ
ォ
ー
ウ
ォ
ー
。
あ
ぐ
だ
れ
る
子
は
い
ね
か
。
」（
わ
る
い
子
は
い
な
い
か
。）
と
い
っ
て
、
ド
シ
ン
ド
シ
ン
あ
る
く
音
が
き
こ
え
て
き
ま
し
た
。
い
そ
い
で
お
ゆ
か
ら
あ
が
っ
て
、
と
な
り
の
よ
う
す
を
見
ま
し
た
。
た
か
の
り
さ
ん
が
、
な
き
な
が
ら
あ
や
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
ど
は
わ
た
し
の
と
こ
ろ
だ
。
お
と
う
と
と
い
っ
し
ょ
に
お
し
い
れ
へ
走
っ
て
行
っ
て
か
く
れ
ま
し
た
。
／
な
ま
は
げ
秋
田
県
男
鹿
市
鹿
山
小
学
校
二
年
（
氏
名
省
略
）「
ウ
ォ
ー
ウ
ォ
ー
。」
ド
シ
ン
ド
シ
ン
と
、
お
そ
ろ
し
い
お
に
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
／
秋
田
県
・
男
鹿
半
島
の
も
の
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
年
を
祝
福
に
く
る
儀
式
で
、
鬼
は
悪
魔
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
そ
の
悪
魔
が
祝
い
の
こ
と
ば
を
い
い
に
く
る
の
が
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
祝
福
に
く
る
と
餅
や
銭
を
与
え
ま
す
。
強
い
鬼
が
弱
い
鬼
を
威
圧
す
る
と
い
う
厳
粛
な
式
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
読
者
の
報
告
コ
ラ
ム
解
説
㉚
習
４
【
き
た
ぞ
！
た
の
し
い
お
正
月
】
男
鹿
の
な
ま
は
げ
／
秋
田
県
男
鹿
群
鹿
山
校
（
氏
名
省
略
）
ぼ
く
た
ち
の
す
む
男
鹿
半
島
で
は
、
十
二
月
三
十
一
日
に
、
ま
い
年
な
ま
は
げ
が
き
ま
す
。
き
ょ
う
は
、
な
ま
は
げ
が
く
る
と
い
っ
て
、
小
さ
い
子
ど
も
が
さ
わ
い
で
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
夕
方
に
な
り
、
ご
は
ん
を
た
べ
て
い
る
と
、
遠
く
の
方
か
ら
、「
お
ー
お
、
泣
く
子
は
い
る
か
ァ
。
」
と
い
う
声
が
き
こ
え
ま
し
た
。
そ
し
て
と
な
り
の
せ
つ
子
ち
ゃ
ん
の
家
に
は
い
り
ま
し
た
。
す
る
と
、「
キ
ャ
ー
ッ
。」
と
い
う
泣
き
声
が
し
ま
し
た
。
お
に
が
、「
泣
く
の
か
、
泣
か
な
い
の
か
。
」
と
ど
な
る
と
、「
泣
か
な
い
。」
と
い
い
な
が
ら
、
や
っ
ぱ
り
泣
い
て
い
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
ぼ
く
の
家
に
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
す
ぐ
、
お
し
い
れ
の
ふ
と
ん
の
下
に
も
ぐ
り
ま
し
た
。「
泣
く
子
は
い
な
い
か
ァ
。
親
の
い
う
こ
と
を
き
か
な
い
子
は
い
ね
え
か
！
」
と
い
っ
て
、
オ
ニ
は
、
ざ
し
き
に
し
い
て
あ
る
ふ
と
ん
を
め
く
り
ま
し
た
。
し
か
し
ぼ
く
は
、
お
し
い
れ
に
い
る
の
で
、
み
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
オ
ニ
は
ま
も
な
く
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
お
と
う
さ
ん
が
、
オ
ニ
の
お
と
し
て
い
っ
た
ワ
ラ
を
ひ
ろ
っ
て
、
頭
に
む
す
ん
で
い
ま
し
た
。
な
ぜ
、
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
と
き
く
と
、「
こ
う
す
れ
ば
頭
の
わ
る
い
子
も
、
よ
く
な
る
の
だ
。」
と
、
教
え
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
ぼ
く
も
む
す
び
ま
し
た
。
家
の
中
は
、
な
ま
は
げ
の
話
で
、
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
／
同
鹿
山
校
（
氏
名
省
略
）
私
た
ち
の
た
の
し
い
お
正
月
は
、
お
そ
ろ
し
い
な
ま
は
げ
の
あ
と
に
、
や
っ
て
き
ま
す
。
十
二
月
三
十
一
日
の
晩
、
な
ま
は
げ
が
く
る
と
い
う
と
、
み
ん
な
、「
今
晩
は
、
ど
こ
へ
か
く
れ
た
ら
い
い
だ
ろ
う
？
」
と
こ
わ
が
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
お
と
う
さ
ん
に
、
な
ま
は
げ
の
話
を
き
き
ま
し
た
。
な
ま
は
げ
は
、
人
間
が
お
そ
ろ
し
い
オ
ニ
の
お
面
を
か
ぶ
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
夜
、
一
け
ん
一
け
ん
の
家
に
や
っ
て
き
て
、
泣
い
て
ば
か
り
い
る
子
、
む
だ
づ
か
い
ば
か
る
す
る
子
、
な
ま
け
る
子
、
親
の
い
う
こ
と
を
き
か
な
い
子
た
ち
を
、
さ
が
し
て
ま
わ
り
ま
す
。
も
し
、
そ
ん
な
子
が
い
た
ら
、
オ
ニ
が
遠
く
へ
つ
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
れ
で
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
子
ど
も
を
り
っ
ぱ
に
そ
だ
て
る
た
め
に
、
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
行
事
で
す
。
オ
ニ
の
お
と
し
て
い
っ
た
ワ
ラ
で
、
頭
を
む
す
ぶ
と
、
そ
の
人
は
、
い
い
人
に
な
れ
る
と
い
う
の
も
、
こ
の
こ
と
を
お
し
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
わ
か
っ
て
い
て
も
、
な
ま
は
げ
が
く
る
と
、
ほ
ん
と
う
に
、
こ
わ
い
気
も
ち
で
す
。
玄
か
ん
の
戸
を
、
台
風
の
よ
う
に
、
バ
サ
ッ
と
あ
け
て
、
は
い
っ
て
き
た
と
き
は
、
私
も
、
い
も
う
と
も
、
お
と
う
と
も
、
こ
わ
く
て
お
と
う
さ
ん
の
ひ
ざ
に
す
が
り
つ
き
ま
し
た
。
読
者
の
報
告
㉛
習
５
【
な
ま
は
げ
】
表
紙
裏
一
九
五
八
32
小
３
【
な
ま
は
げ
】
な
ま
は
げ
／
秋
田
県
で
、
正
月
に
行
わ
れ
る
行
事
で
す
。
村
の
若
者
た
ち
が
お
に
の
か
っ
こ
う
を
し
て
、
日
が
く
れ
る
と
「
ウ
ォ
ー
、
ウ
ォ
ー
」
と
、
さ
け
び
な
が
ら
、
家
い
え
を
回
り
ま
す
。
／
①
の
写
真
は
、
お
宮
に
集
ま
っ
た
、
お
に
た
ち
が
、
出
発
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
／
②
「
な
く
子
は
い
な
い
か
。
」
と
さ
け
び
な
が
ら
お
に
た
ち
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
／
③
「
こ
の
へ
や
に
は
い
な
い
か
。
ウ
ォ
ー
ウ
ォ
ー
。
」
あ
ち
こ
ち
の
へ
や
を
回
り
、
お
か
し
な
か
っ
こ
う
で
な
に
か
を
さ
が
す
よ
う
な
ふ
り
を
し
ま
す
。
／
④
ど
の
家
で
も
、
お
に
た
ち
に
お
さ
け
や
お
も
ち
を
用
意
し
て
お
き
、
ご
ち
そ
う
し
た
り
、
お
み
や
げ
に
し
た
り
し
ま
す
。「
お
に
た
ち
早
く
帰
ら
な
い
か
な
あ
。」／
⑤
「
あ
あ
く
た
び
れ
た
。」
お
に
た
ち
も
す
っ
か
り
つ
か
れ
た
よ
う
で
す
。
ど
っ
こ
い
し
ょ
と
一
休
み
。
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
一
八
一
九
五
八
33
習
１
【
な
ま
は
げ
】
な
ま
は
げ
／
よ
く
ね
え
が
き
は
い
ね
え
か
。
／
①
で
か
け
る
と
こ
ろ
／
②
い
ろ
り
の
そ
ば
で
お
じ
ぎ
を
し
ま
す
／
③
ご
ち
そ
う
を
た
べ
て
お
ど
り
ま
す
／
④
か
え
る
と
こ
ろ
／
お
か
あ
様
方
へ
な
ま
は
げ
は
秋
田
・
岩
手
県
あ
た
り
で
小
正
月
に
行
う
行
事
で
す
。
こ
れ
は
男
鹿
半
島
の
な
ま
は
げ
で
村
の
若
者
が
鬼
の
面
を
か
ぶ
っ
て
「
よ
ぐ
ね
え
餓
鬼
は
い
ね
え
か
」
と
叫
び
な
が
ら
、
子
ど
の
達
を
追
い
ま
わ
し
ま
す
。
な
ま
は
げ
が
き
た
ら
、
家
の
主
人
は
羽
織
袴
で
む
か
え
、
鬼
ど
も
を
炉
の
そ
ば
に
座
ら
せ
ま
す
。
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
し
て
鬼
ど
も
は
暴
れ
ま
す
。
そ
の
間
子
ど
も
達
は
か
く
れ
て
い
る
の
で
す
。
／
な
ま
は
げ
秋
田
県
男
鹿
市
椿
小
学
校
一
年
（
氏
名
省
略
）
と
し
と
り
の
ば
ん
は
、
は
や
く
ま
ま
た
べ
て
、
お
し
い
れ
に
か
く
れ
て
い
る
と
、
お
に
が
、「
な
く
子
い
だ
か
。
お
ろ
ろ
お
ろ
ろ
、
あ
く
だ
れ
る
子
い
だ
か
。
ぜ
ん
こ
ち
か
う
か
。
手
足
あ
ら
う
か
。
は
な
た
ら
し
か
」
お
に
の
め
ん
か
ぶ
っ
て
く
る
と
、
と
て
も
お
か
ね
。
大
き
な
げ
た
は
い
て
か
た
な
も
っ
て
く
る
か
ら
お
か
な
い
よ
。
／
お
正
月
に
な
る
と
、
な
ま
は
げ
が
や
っ
て
く
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
の
お
う
ち
の
ほ
う
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
ま
す
か
。
／
し
た
く
を
し
て
で
か
け
る
と
こ
ろ
。
お
か
あ
様
方
へ
の
解
説
付
読
者
の
報
告
一
九
五
九
34
小
３
【
楽
し
い
み
ん
な
の
お
正
月
】
な
ま
は
げ
／
お
そ
ろ
し
い
「
オ
ニ
」
が
、
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
正
月
十
五
日
に
行
わ
れ
る
「
な
ま
は
げ
」
と
い
う
行
事
で
す
。
村
の
青
年
が
、
オ
ニ
の
面
を
か
ぶ
っ
て
、
家
い
え
を
回
っ
て
歩
き
ま
す
（
秋
田
県
）
35
習
１
【
な
ま
は
げ
】
な
ま
は
げ
／「
ま
あ
、
こ
わ
い
！
。」
こ
れ
は
。
お
正
月
に
や
っ
て
く
る
、
お
に
の
お
め
ん
を
か
ぶ
っ
た
な
ま
は
げ
で
す
。
／
な
ま
は
げ
は
、
わ
る
い
こ
ど
も
は
い
な
い
か
と
、
い
え
の
中
を
さ
が
し
ま
す
。
お
と
う
さ
ん
が
、「
こ
の
子
は
い
い
子
で
す
。」
と
、
い
わ
な
い
と
、
な
ま
は
げ
に
つ
ね
ら
れ
ま
す
。
み
ん
さ
ん
は
、
い
い
子
で
し
ょ
う
ね
。
／
①
な
ま
は
げ
は
お
み
や
か
ら
、
あ
ば
れ
な
が
ら
で
て
き
ま
す
。
／
②
こ
の
い
え
に
わ
る
い
こ
ど
も
が
い
る
。
／
③
き
ゃ
ー
／
④
こ
ど
も
は
い
い
子
に
な
り
ま
す
。
と
、
あ
や
ま
り
ま
し
た
。
／
お
か
あ
さ
ん
へ
な
ま
は
げ
は
秋
田
県
男
鹿
半
島
だ
け
に
し
か
な
い
風
習
で
、
ナ
マ
ミ
を
ハ
グ
と
云
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
十
二
月
三
十
一
日
の
夜
、
神
社
か
ら
と
び
だ
し
た
オ
ニ
共
は
、「
ウ
ォ
ー
、
ウ
ォ
ー
」
と
叫
び
な
が
ら
、
こ
ど
も
の
い
る
家
に
ま
い
り
ま
す
。
お
前
は
マ
ン
ガ
ば
か
り
読
ん
で
い
た
ろ
う
、
勉
強
を
し
な
か
っ
た
な
、
と
、
お
ど
か
し
、
い
い
子
に
な
る
こ
と
を
誓
わ
せ
ま
す
。
ナ
マ
ハ
ゲ
と
云
え
ば
泣
く
子
も
だ
ま
り
ま
す
。
お
か
あ
さ
ん
へ
の
解
説
付
一
九
六
〇
36
小
３
【
ぼ
く
と
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
の
お
正
月
】
な
ま
は
げ
／
日
本
の
各
地
に
は
、
め
ず
ら
し
い
お
正
月
の
な
ら
わ
し
が
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
人
気
者
に
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
ね
。
／
な
ま
は
げ
（
一
月
十
五
日
）
秋
田
県
男
鹿
半
島
ふ
き
ん
／
若
ノ
海
関
楽
し
い
お
正
月
が
来
る
た
び
に
、
小
さ
い
こ
ろ
『
な
ま
は
げ
』
を
見
に
い
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
村
の
若
者
が
、
オ
ニ
の
面
を
か
ぶ
っ
て
、
村
じ
ゅ
う
を
ね
り
歩
く
の
で
す
。『
な
ま
は
げ
』
は
、
ボ
ク
の
お
国
じ
ま
ん
の
一
つ
で
す
ね
。
37
小
６
【
お
正
月
読
本
地
方
の
正
月
行
事
】
な
ま
は
げ
（
秋
田
県
）／
旧
暦
正
月
十
五
日
夜
、
赤
鬼
青
鬼
の
面
を
か
ぶ
っ
た
若
者
が
、
ク
ワ
や
大
ホ
ウ
チ
ョ
ウ
を
持
っ
て
家
々
を
訪
れ
泣
く
子
や
な
ま
け
者
を
こ
ら
し
め
ま
す
。
38
習
１
【
お
正
月
お
た
の
し
み
ペ
ー
ジ
】
な
ま
は
げ
／
う
お
ー
。
う
お
ー
。
わ
る
い
子
は
い
な
い
か
ー
。
／
お
み
や
か
ら
や
っ
て
く
る
、
お
に
の
お
め
ん
を
か
ぶ
っ
た
人
が
な
ま
は
げ
で
す
。「
わ
る
い
こ
と
は
し
な
い
。」
と
い
う
と
、
か
え
り
ま
す
。
／
お
ゆ
る
し
く
だ
さ
い
。
い
い
子
に
な
り
ま
す
。
／
お
か
あ
さ
ん
へ
ナ
マ
ハ
ゲ
は
秋
田
県
だ
け
の
風
習
で
、
ナ
マ
ミ
を
ハ
グ
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
１２
月
３１
日
の
夜
、
神
社
を
出
て
、
オ
ニ
の
姿
で
こ
ど
も
の
い
る
家
々
を
廻
り
ま
す
。
そ
し
て
「
い
い
こ
に
な
る
」
こ
と
を
誓
わ
せ
ま
す
。
ナ
マ
ハ
ゲ
と
い
え
ば
泣
く
子
も
だ
ま
る
と
い
い
ま
す
。
／
な
ま
は
げ
だ
よ
あ
れ
、
人
が
で
て
き
た
お
か
あ
さ
ん
へ
の
解
説
付
39
習
２
【
た
の
し
い
テ
レ
ビ
き
ょ
く
】
な
ま
は
げ
／
お
正
月
に
な
る
と
、
お
に
の
め
ん
を
か
ぶ
っ
た
人
が
、「
わ
る
い
子
は
い
な
い
か
。
」
と
は
い
っ
て
き
ま
す
。
／「
わ
る
い
子
は
い
な
い
か
」
な
ま
は
げ
が
、
は
い
っ
て
き
ま
し
た
。
き
ょ
ね
ん
、
い
た
ず
ら
を
し
た
子
が
に
げ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
子
た
ち
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
40
習
６
【
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
】
秋
田
県
男
鹿
半
島
の
正
月
行
事
ナ
マ
ハ
ゲ
表
紙
裏
一
九
六
一
41
小
５
【
お
国
じ
ま
ん
ひ
と
ま
わ
り
】
な
ま
は
げ
／
昔
か
ら
、
秋
田
県
に
伝
わ
る
行
事
村
の
青
年
が
、
オ
ニ
の
お
面
を
か
ぶ
り
、
銀
紙
の
ほ
う
ち
ょ
う
や
、
棒
を
持
っ
て
家
か
ら
家
へ
回
り
歩
き
、
悪
魔
を
た
い
じ
す
る
お
祭
。
注
１
①
〜
41
の
丸
囲
み
数
字
は
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
の
付
番
で
、
表
３
・
表
５
に
対
応
す
る
。
注
２
記
事
中
の
文
字
情
報
を
網
羅
的
に
採
録
し
て
編
成
し
た
。
こ
と
な
る
場
所
に
付
さ
れ
た
小
見
出
し
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
を
区
別
す
る
た
め
、
適
宜
、
ス
ラ
ッ
シ
ュ
「
／
」
記
号
を
利
用
し
た
。
注
３
ナ
マ
ハ
ゲ
の
脅
し
言
葉
や
、
脅
し
言
葉
を
説
明
し
た
部
分
に
網
か
け
を
施
し
た
。
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
一
九
せ
た
姿
が
三
点
認
め
ら
れ
る
。
埋
め
草
的
な
イ
ラ
ス
ト
を
別
に
し
て
も
、
記
事
中
に
ナ
マ
ハ
ゲ
の
属
性
に
関
す
る
断
り
は
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
絵
や
写
真
と
な
っ
た
ナ
マ
ハ
ゲ
の
出
自
や
来
歴
を
ほ
ぼ
確
か
め
得
た
。
小
学
館
誌
が
初
め
て
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
を
掲
載
し
た
一
九
五
一
年
の
①
〜
④
の
挿
絵
は
、
柳
田
国
男
・
三
木
茂
『
雪
国
の
民
俗
』（
一
九
四
四
）
の
ナ
マ
ハ
ゲ
写
真
を
ト
レ
ー
ス
し
た
も
の
で
（
柳
田
・
三
木
一
九
四
四：
図
版
三
八
）、
ナ
マ
ハ
ゲ
の
姿
勢
や
小
道
具
の
向
き
な
ど
に
多
少
の
手
を
加
え
て
い
る
。
三
木
が
『
土
に
生
き
る
』（
東
宝
文
化
映
画
部
）
の
ロ
ケ
地
と
し
た
旧
脇
本
村
富
永
大
倉
集
落
の
ナ
マ
ハ
ゲ
で
あ
り
、
笊
面
の
二
匹
の
う
ち
一
匹
が
四
本
角
と
い
う
特
徴
が
示
さ
れ
て
い
る
（
図
３
）。
一
九
五
一
年
の
⑤
の
挿
絵
は
、
鉄
道
省
編
『
諸
国
年
中
行
事
』（
一
九
三
九
）
の
口
絵
１９
の
一
頁
す
べ
て
を
忠
実
に
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
部
は
写
真
で
、
中
央
に
勝
平
得
之
に
よ
る
版
画
の
ナ
マ
ハ
ゲ
二
匹
が
大
き
く
配
置
さ
れ
て
い
る
。『
諸
国
年
中
行
事
』
の
同
じ
頁
を
利
用
し
た
一
九
五
五
年
の
⑭
で
は
、
写
真
部
分
の
ナ
マ
ハ
ゲ
の
左
右
二
匹
を
入
れ
替
え
た
上
で
、
片
方
の
ナ
マ
ハ
ゲ
に
酒
を
注
ぐ
手
先
と
銚
子
を
そ
の
ま
ま
に
、
人
物
を
家
人
男
性
か
ら
晴
れ
着
の
少
女
に
置
き
換
え
て
、
鮮
や
か
な
カ
ラ
ー
の
挿
絵
を
作
り
直
し
て
い
る
（
図
４
）。
ナ
マ
ハ
ゲ
の
装
束
は
、
版
画
部
分
の
ナ
マ
ハ
ゲ
か
ら
借
用
し
て
い
る
。
一
九
五
六
年
の
㉑
で
も
、『
雪
国
の
民
俗
』
の
左：『小学三年生』1951年 1月号（②）
中：『雪国の民俗』（1944）
右：『小学六年生』1956年 1月号（㉑）
注）『雪国の民俗』のナマハゲは脇本富永大倉のもの。
図 3 『雪国の民俗』のナマハゲ
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
二
〇
写
真
を
な
ぞ
り
な
が
ら
、
ナ
マ
ハ
ゲ
の
脇
で
酌
を
す
る
男
性
に
代
え
て
、
囲
炉
裏
の
手
前
に
正
座
す
る
男
女
の
子
ど
も
を
書
き
込
ん
で
い
る
（
図
５
）。
本
来
は
潜
み
隠
れ
て
い
る
は
ず
の
子
ど
も
を
登
場
さ
せ
る
工
夫
は
、
写
真
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。
一
九
五
二
年
の
⑥
、
⑧
が
初
出
と
な
る
ナ
マ
ハ
ゲ
は
、
船
川
港
上
金
川
の
も
の
で
あ
る
。
実
際
の
面
は
赤
色
と
濃
緑
色
で
、
戦
前
に
秋
田
市
の
仏
師
に
依
頼
し
て
作
ら
せ
た
も
の
と
伝
え
て
い
る
（
日
本
海
域
文
化
研
究
所
編
二
〇
〇
四：
六
三
）。
地
元
で
青
年
た
ち
が
手
作
り
し
た
素
朴
と
も
い
え
る
面
と
は
異
な
り
、
こ
の
面
を
つ
け
た
ナ
マ
ハ
ゲ
写
真
は
不
気
味
で
恐
ろ
し
い
印
象
を
与
え
る
。
屋
外
、
屋
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
の
写
真
が
あ
り
、
表
中
一
七
本
の
記
（
 
）
事
に
一
二
種
類
、
の
べ
三
〇
点
の
写
真
が
使
わ
れ
て
い
る
。
と
く
に
重
用
さ
れ
た
の
は
、
包
丁
と
鍬
を
手
に
し
て
迫
る
二
匹
の
ナ
マ
ハ
ゲ
に
向
か
っ
て
、
主
人
が
宥
め
る
よ
う
に
左
の
掌
を
向
け
、
そ
の
背
中
に
少
女
が
す
が
り
つ
い
て
い
る
構
図
で
あ
り
、
一
二
本
の
記
事
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
行
事
の
日
と
は
別
に
、
上
金
川
に
隣
り
合
う
下
金
川
地
区
の
近
藤
喜
太
郎
氏
宅
で
、
専
門
の
写
真
師
に
よ
っ
て
撮
影
（

）
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
一
九
五
〇
、
六
〇
年
代
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
、
繰
り
返
し
掲
載
さ
れ
た
写
真
で
あ
る
（
図
５
）。
一
九
五
七
年
に
学
研
誌
が
用
い
た
の
は
、
北
浦
相
川
の
ナ
マ
ハ
ゲ
で
あ
る
。
戦
前
期
か
ら
よ
く
知
ら
れ
た
相
川
地
区
の
六
匹
の
ナ
マ
ハ
ゲ
は
、
戦
後
で
は
一
九
五
左：『小学五年生』1951年 1月号（⑤）
中：『諸国年中行事』（1939）
右：『小学一年生』1955年 1月号（⑭）
注）『諸国年中行事』の版画部分は勝平得之による。写真部分のナマハゲはどの集落のものか不明。
図 4 『諸国年中行事』のナマハゲ
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
二
一
三
年
以
降
、
何
度
も
男
鹿
半
島
の
観
光
絵
葉
書
の
被
写
体
と
な
っ
た
も
の
で
、『
岩
波
写
真
文
庫
１
６
８
男
鹿
半
島
』（
一
九
五
五
）
に
も
登
場
す
る
（
岩
波
書
店
編
集
部
・
岩
波
映
画
製
作
所
編
一
九
五
五：
一
四
〜
一
五
）。
写
真
撮
影
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
秋
田
市
の
岩
田
写
真
館
を
営
ん
で
い
た
岩
田
友
記
で
あ
る
（
岩
田
一
九
七
三
）。
当
時
の
絵
葉
書
に
掲
載
さ
れ
た
相
川
の
ナ
マ
ハ
ゲ
も
、
そ
の
内
容
か
ら
岩
田
の
手
に
な
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
相
川
の
ナ
マ
ハ
ゲ
写
真
の
採
用
は
、
㉙
、
㉚
の
記
事
が
、
と
も
に
地
元
北
浦
鹿
山
小
学
校
生
徒
た
ち
の
報
告
で
あ
る
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。
翌
一
九
五
八
年
の
33
は
、
六
匹
の
ナ
マ
ハ
ゲ
が
オ
ヤ
ケ
（
旧
家
有
力
家
）
に
集
ま
る
際
の
状
況
を
伝
え
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
は
登
場
し
な
い
。
子
ど
も
に
語
ら
せ
る
が
、
写
真
フ
レ
ー
ム
に
は
入
れ
な
い
、
と
い
う
点
で
行
事
の
実
態
に
即
し
た
扱
い
で
あ
る
（
図
６
）。
一
九
五
九
年
の
35
の
記
事
で
は
、
協
力
者
の
所
属
を
「
秋
田
県
男
鹿
市
荒
浪
会
」
と
し
て
い
る
。
荒
浪
会
の
詳
細
は
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
が
、
当
時
、
依
頼
に
応
じ
て
ナ
マ
ハ
ゲ
の
装
束
を
身
に
つ
け
、
被
写
体
と
な
る
活
動
が
地
元
の
青
年
有
志
に
よ
り
始
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
、
子
ど
も
を
加
え
た
演
出
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
の
38
で
は
、
同
じ
ナ
マ
ハ
ゲ
の
写
真
を
人
形
に
切
り
抜
い
て
、
上
金
川
の
ナ
マ
ハ
ゲ
写
真
の
上
に
配
置
し
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
の
39
は
、
ナ
マ
ハ
ゲ
を
テ
レ
ビ
局
が
撮
影
し
に
き
た
と
い
う
設
定
の
記
事
で
あ
る
。
明
る
左：『小学三年生』1952年 1月号（⑥）
右：『一年の学習』1956年 1月号（㉒）
注）写真のナマハゲは、すべて男鹿市船川港上金川地区のナマハゲである。
図 5 上金川のナマハゲ
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
二
二
い
背
景
色
に
農
家
の
囲
炉
裏
と
逃
げ
惑
う
子
ど
も
を
描
き
込
ん
だ
絵
柄
の
中
央
に
、
赤
と
緑
の
面
を
つ
け
た
二
匹
の
ナ
マ
ハ
ゲ
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
し
た
娯
楽
性
に
富
む
誌
面
と
な
っ
て
い
る
。
も
と
の
写
真
は
一
九
五
九
年
の
35
の
記
事
と
同
じ
で
、
農
家
の
納
屋
と
お
ぼ
し
き
場
所
に
、
ナ
マ
ハ
ゲ
が
子
ど
も
を
捜
そ
う
と
す
る
シ
ー
ン
を
撮
っ
た
、
威
圧
感
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
図
７
）。
（
２
）
ナ
マ
ハ
ゲ
行
事
の
解
説
表
６
に
は
、
絵
や
写
真
に
添
え
ら
れ
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
、
解
説
文
、
読
者
の
投
書
な
ど
の
全
文
を
掲
げ
た
。
た
だ
し
、
伊
藤
永
之
介
に
よ
る
児
童
小
説
⑦
と
⑱
は
、
作
表
意
図
に
か
な
う
箇
所
を
抜
粋
す
る
に
と
ど
め
た
。
記
事
名
や
見
出
し
ま
で
含
め
る
と
、
大
半
の
記
事
に
は
ナ
マ
ハ
ゲ
行
事
の
実
施
さ
れ
る
地
方
や
地
域
が
記
さ
れ
て
い
る
。
多
い
順
に
漢
字
で
示
す
と
、「
秋
田
」「
秋
田
県
」「
秋
田
地
方
」
が
一
七
、「
男
鹿
半
島
」
が
一
四
、「
北
国
」「
北
の
国
」
が
三
、「
雪
国
」
が
一
で
あ
る
。
他
に
は
、
詳
細
を
巻
末
解
説
に
委
ね
た
②
や
、
誤
っ
て
「
東
北
地
方
青
森
県
」
と
し
た
⑨
が
あ
る
。
㉛
と
39
に
は
地
域
情
報
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
伊
藤
の
小
説
二
編
は
舞
台
を
匿
名
に
し
て
い
る
が
、
⑱
に
は
「
東
北
地
方
」「
こ
の
半
島
」
な
ど
の
表
現
が
あ
（
 
）
り
、
地
元
の
伝
説
に
も
触
れ
て
い
る
。
秋
田
県
の
ナ
マ
ハ
ゲ
、
男
鹿
半
島
の
ナ
マ
ハ
ゲ
と
い
う
理
解
が
、
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
掲
載
の
当
初
か
ら
進
行
し
た
と
見
て
よ
い
。
な
お
、
限
ら
れ
た
サ
ン
プ
ル
数
な
が
ら
、「
秋
田
県
」
と
「
男
鹿
半
島
」
と
に
、
学
年
に
応
じ
た
地
域
『一年の学習』1958年 1月号（33） 見開きの右頁は折り込みを開いた状態。
注）挿絵と写真のすべては、男鹿市北浦相川地区のナマハゲである。
図 6 相川のナマハゲ
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
二
三
ス
ケ
ー
ル
の
使
い
分
け
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
男
鹿
半
島
内
の
地
名
に
つ
い
て
は
、
読
者
の
報
告
記
事
に
小
学
校
名
と
し
て
示
さ
れ
る
程
度
に
と
ど
ま
る
。
一
九
五
八
年
の
33
の
記
事
の
よ
う
に
、
男
鹿
半
島
南
磯
の
椿
小
学
校
生
徒
の
報
告
に
、
北
磯
の
北
浦
相
川
の
ナ
マ
ハ
ゲ
を
挿
絵
と
す
る
ち
ぐ
は
ぐ
さ
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
６
）。ナマ
ハ
ゲ
呼
称
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
九
年
の
35
と
一
九
六
〇
年
の
38
が
「
ナ
マ
ミ
を
ハ
グ
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
」
と
短
く
触
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
な
ま
け
て
囲
炉
裏
に
あ
た
っ
て
ば
か
り
い
る
と
肘
や
脛
に
つ
く
火
形
を
、
い
ま
し
め
の
た
め
に
ナ
マ
ハ
ゲ
が
剥
ぎ
に
く
る
、
と
い
っ
た
説
明
は
戦
前
期
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
さ
き
の
『
岩
波
写
真
文
庫
１
６
８
男
鹿
半
島
』
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
岩
波
書
店
編
集
部
・
岩
波
映
画
製
作
所
編
一
九
五
五：
一
四
）。
一
九
五
八
年
の
巻
末
解
説
の
㉘
で
一
部
触
れ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
の
関
心
は
、
語
源
や
由
来
よ
り
も
行
事
内
容
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
行
事
の
実
施
日
は
、「
正
月
一
五
日
の
晩
」「
一
五
日
の
夜
」
な
ど
と
す
る
も
の
が
一
一
、「
正
月
」「
正
月
の
晩
」
な
ど
と
し
て
日
を
示
さ
な
い
も
の
が
一
〇
、「
年
と
り
」
「
一
二
月
三
一
日
」「
大
晦
日
」
が
六
、「
小
正
月
」「
旧
正
月
一
五
日
」
が
六
で
あ
っ
た
。
大
晦
日
は
一
九
五
六
年
の
㉓
の
記
事
を
初
出
と
す
る
。
一
九
五
七
年
の
㉙
や
㉚
の
読
者
の
報
告
に
一
二
月
三
一
日
と
あ
る
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
地
左：『一年の学習』1959年 1月号（35）
右：『二年の学習』1960年 1月号（39）
注）『一年の学習』の記事には「男鹿市荒浪会」という記載がある。
図 7 新しいナマハゲ
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
二
四
元
で
は
大
晦
日
に
実
施
し
て
い
る
実
情
が
反
映
さ
れ
て
い
く
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
他
方
、
旧
暦
を
前
提
と
せ
ず
に
、
単
に
正
月
一
五
日
と
す
る
記
述
の
多
さ
に
は
疑
問
が
残
る
。
古
い
文
献
の
記
述
に
依
拠
し
た
ま
ま
、
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
具
体
的
な
行
事
内
容
に
つ
い
て
は
、
村
の
若
者
が
鬼
の
面
を
か
ぶ
り
、
蓑
を
着
て
、
包
丁
や
鍬
を
携
え
て
「
泣
く
子
は
い
な
い
か
」
と
村
中
の
家
々
を
ま
わ
る
、
と
い
う
説
明
を
基
本
と
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
大
き
く
逸
脱
す
る
記
述
は
少
な
い
。
一
九
五
一
年
の
大
藤
時
彦
に
よ
る
④
の
記
事
は
、
挿
絵
を
示
し
て
「
下
の
よ
う
な
こ
わ
い
も
の
が
」
と
い
う
表
現
で
「
お
に
」
の
語
の
使
用
を
回
避
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
記
事
で
は
、
ナ
マ
ハ
ゲ
が
「
お
に
」
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
せ
る
記
述
は
見
あ
た
ら
な
い
。
一
九
五
三
年
の
⑪
に
は
、「
わ
る
い
（
儗
）
子
は
な
ま
は
げ
に
た
べ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
い
う
記
述
も
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
多
く
の
記
事
で
は
、
鬼
の
面
は
「
村
び
と
た
ち
」
「
村
の
若
者
」「
村
の
青
年
」
と
い
っ
た
生
身
の
人
々
が
か
ぶ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
「
な
く
子
は
い
な
い
か
」「
わ
る
い
子
は
い
な
い
か
」「
な
ま
け
も
の
は
い
な
い
か
」
な
ど
と
い
う
脅
し
言
葉
は
、
三
一
本
の
記
事
に
登
場
す
る
。
挿
絵
と
あ
わ
せ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
に
迫
り
来
る
ナ
マ
ハ
ゲ
が
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
。
さ
き
の
岩
波
本
に
は
「
怠
け
者
の
嫁
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
（
岩
波
書
店
編
集
部
・
岩
波
映
画
製
作
所
編
一
九
五
五：
一
四
）、
地
元
の
実
態
で
は
女
性
も
ま
た
ナ
マ
ハ
ゲ
の
目
当
て
に
さ
れ
て
い
た
事
実
が
あ
る
。「
初
嫁
、
初
聟
」
が
狙
わ
れ
る
と
も
い
わ
れ
た
。
し
か
し
、
小
学
生
向
け
の
学
習
雑
誌
で
は
、
（
儘
）
常
に
ナ
マ
ハ
ゲ
は
子
ど
も
を
目
指
し
て
や
っ
て
く
る
。
一
年
生
向
け
の
記
事
で
は
、「
お
か
あ
さ
ま
へ
」「
お
か
あ
さ
ん
へ
」
な
ど
と
し
た
短
い
解
説
の
付
さ
れ
た
も
の
が
五
本
あ
る
。
保
護
者
や
両
親
で
は
な
く
母
親
を
名
指
す
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
は
、
も
ち
ろ
ん
時
代
の
所
産
で
あ
る
が
、
読
み
聞
か
せ
と
説
明
を
通
じ
て
、
子
ど
も
を
し
つ
け
る
た
め
に
ナ
マ
ハ
ゲ
が
担
わ
さ
れ
た
役
割
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ナ
マ
ハ
ゲ
の
威
嚇
と
子
ど
も
の
服
従
と
い
う
関
係
が
強
調
さ
れ
る
記
事
ば
か
り
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
行
事
の
も
つ
意
味
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
の
ひ
と
つ
は
、
最
初
期
一
九
五
一
年
の
大
藤
の
④
、
同
年
の
⑤
に
あ
る
よ
う
に
、
ナ
（
儙
）
マ
ハ
ゲ
を
悪
魔
払
い
の
行
事
と
す
る
見
方
で
あ
る
。
こ
れ
に
近
い
記
述
は
一
九
五
四
年
の
⑬
、
一
九
五
七
年
の
㉙
、
一
九
六
一
年
の
41
で
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
二
五
も
行
わ
れ
て
い
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
ナ
マ
ハ
ゲ
が
正
月
の
祝
福
の
た
め
に
家
々
を
巡
る
、
め
で
た
い
行
事
で
あ
る
と
い
う
見
解
で
あ
り
、
一
九
五
六
年
の
⑲
、
⑳
、
㉑
や
、
一
九
五
七
年
の
㉙
な
ど
の
記
述
が
該
当
す
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
立
て
ば
、
上
記
と
重
な
る
⑤
、
⑬
、
㉑
、
㉙
な
ど
に
記
さ
れ
た
、
酒
食
を
提
供
し
餅
を
与
え
る
な
ど
の
も
て
な
し
は
、
ナ
マ
ハ
ゲ
が
果
た
す
役
割
へ
の
対
価
で
あ
る
と
も
読
み
取
れ
る
。
解
説
記
事
や
説
明
的
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
わ
ず
か
な
字
数
の
中
で
、
一
部
な
が
ら
踏
み
込
ん
だ
記
述
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
（
３
）
記
事
内
容
の
変
化
一
一
年
間
に
わ
た
る
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
を
一
覧
す
る
と
、
期
間
の
後
半
に
生
じ
た
い
く
つ
か
の
変
化
を
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
、
一
九
五
七
年
の
㉛
と
一
九
六
〇
年
の
40
は
と
く
に
印
象
深
い
。
い
ず
れ
も
表
紙
裏
の
最
上
部
に
北
浦
相
川
の
ナ
マ
ハ
ゲ
写
真
を
掲
げ
て
い
る
。
前
者
の
文
字
情
報
は
「
な
ま
は
げ
」
の
四
文
字
の
み
、
後
者
も
並
ぶ
四
匹
の
ナ
マ
ハ
ゲ
写
真
に
大
き
く
「
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
…
」
の
文
字
を
重
ね
、
左
隅
に
小
さ
く
二
行
に
わ
け
て
「
秋
田
県
男
鹿
半
島
の
正
月
行
事
ナ
マ
ハ
ゲ
」
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
付
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
本
文
中
に
は
対
応
す
る
解
説
は
な
い
。
高
学
年
の
子
ど
も
た
ち
が
理
解
で
き
な
い
と
い
う
心
配
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
ナ
マ
ハ
ゲ
が
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
記
事
で
あ
る
（
図
８
）。
左：『五年の学習』1957年 1月号（㉛）
右：『六年の学習』1960年 1月号（40）
注）ともに表紙裏に掲載されて、本文中にも解説はない。
図 8 解説不要のナマハゲ
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
二
六
ナ
マ
ハ
ゲ
の
知
名
度
が
あ
が
る
と
、
定
型
的
な
解
説
を
超
え
た
、
読
者
の
関
心
を
つ
な
ぎ
止
め
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。
一
九
五
七
年
の
㉙
、
㉚
、
一
九
五
八
年
の
33
は
、
男
鹿
半
島
の
読
者
か
ら
の
臨
場
感
あ
る
体
験
報
告
と
い
う
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
の
36
も
他
に
な
い
も
の
で
、
当
時
の
人
気
力
士
で
南
秋
田
郡
出
身
の
若
ノ
海
が
、
子
ど
も
の
頃
に
ナ
マ
ハ
ゲ
を
見
に
行
っ
た
体
験
を
語
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
に
仕
立
て
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
六
〇
年
の
39
は
、
先
述
の
通
り
、
ナ
マ
ハ
ゲ
と
テ
レ
ビ
撮
影
と
い
う
奇
抜
な
組
み
合
わ
せ
の
場
面
を
作
り
だ
し
て
い
る
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
実
況
放
送
を
通
じ
て
知
る
人
気
力
士
の
登
場
を
含
め
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
加
速
度
的
な
発
達
を
経
験
す
る
都
市
や
中
央
の
側
か
ら
、
地
方
の
ナ
マ
ハ
ゲ
を
ま
な
ざ
す
記
事
作
り
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
地
元
の
側
に
も
変
化
の
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
一
九
六
〇
年
の
39
と
同
じ
、
一
九
五
九
年
の
35
に
初
登
場
す
る
「
荒
浪
会
」
の
ナ
マ
ハ
ゲ
は
、
高
校
演
劇
の
作
品
を
も
と
に
し
た
一
九
六
〇
年
の
『
な
ま
は
げ
』（
東
映
教
育
映
画
部
）
に
出
演
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
（
儚
）
れ
、
さ
ら
に
一
九
六
〇
年
代
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
姿
を
見
せ
て
い
る
。
集
落
的
な
基
盤
か
ら
離
れ
て
活
動
す
る
ナ
マ
ハ
ゲ
の
出
現
は
、
地
元
に
お
け
る
ナ
マ
ハ
ゲ
の
観
光
化
に
深
く
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
一
年
を
経
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
学
生
読
者
が
仮
面
の
異
装
者
に
驚
き
、「
な
く
子
は
い
な
い
か
」
の
脅
し
文
句
を
わ
が
こ
と
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
戦
慄
す
る
時
代
に
一
区
切
り
が
つ
い
た
の
で
あ
る
。
四
ナ
マ
ハ
ゲ
と
社
会
科
教
育
学
習
雑
誌
の
記
事
と
学
習
指
導
要
領
や
社
会
科
教
育
の
関
係
を
論
じ
る
こ
と
は
、
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
を
収
集
、
整
理
し
て
提
示
し
、
直
接
的
な
事
実
に
多
少
の
考
察
を
加
え
る
、
と
い
う
小
論
の
目
的
を
超
え
る
。
手
元
に
十
分
な
デ
ー
タ
が
な
い
こ
と
を
断
り
つ
つ
、
二
、
三
の
指
摘
を
行
っ
て
お
き
た
い
。
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
二
七
本
稿
の
対
象
期
間
に
お
い
て
は
、
社
会
科
の
学
習
指
導
要
領
、
一
九
四
七
年
版
、
一
九
五
一
年
版
、
一
九
五
五
年
版
、
一
九
五
八
年
版
（
儛
）
の
四
回
が
関
係
す
る
。
一
九
四
七
年
版
で
は
二
年
生
に
「
お
祭
り
や
年
中
行
事
」、
三
年
生
に
「
祝
祭
行
事
」、
一
九
五
一
年
版
で
は
三
年
生
に
「
行
事
」、
一
九
五
五
年
版
で
は
三
年
生
に
「
行
事
」、
四
年
生
に
「
生
活
行
事
」、
一
九
五
八
年
版
で
は
三
年
生
に
「
祭
り
そ
の
他
の
行
事
」
が
あ
る
（
髙
田
一
九
八
九：
一
〇
二
〜
一
〇
六
）。
一
九
五
五
年
版
か
ら
一
九
五
八
年
版
へ
の
変
化
は
、
い
わ
ゆ
る
経
験
主
義
、
生
活
主
義
か
ら
系
統
主
義
へ
の
転
換
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
五
八
年
版
指
導
要
領
に
も
祭
り
や
行
事
は
含
ま
れ
て
い
る
。
小
学
館
誌
の
正
月
関
連
記
事
は
、
た
し
か
に
『
小
学
三
年
生
』
に
集
中
を
見
せ
て
お
り
、
学
習
指
導
要
領
に
適
合
的
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
学
研
誌
に
お
け
る
記
事
は
低
学
年
に
や
や
多
く
、
小
学
館
誌
の
傾
向
と
は
一
致
し
な
い
。
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
で
は
、
こ
の
違
い
は
さ
ら
に
鮮
明
で
、
小
学
館
誌
は
一
九
冊
中
『
小
学
三
年
生
』
に
九
冊
（
二
三
本
中
一
三
本
）
を
掲
載
し
た
の
に
対
し
て
、
学
研
誌
は
一
六
冊
中
『
一
年
の
学
習
』
に
七
冊
（
一
八
本
中
九
本
）
を
掲
載
し
て
い
る
。
講
談
社
誌
の
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
を
参
考
に
す
れ
ば
、
八
冊
中
『
た
の
し
い
三
年
生
』
に
五
冊
と
な
っ
て
お
り
、
学
研
誌
の
偏
り
が
さ
ら
に
目
立
つ
こ
と
に
な
る
。
一
九
四
七
年
版
や
一
九
五
一
年
版
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、
家
や
近
所
の
人
た
ち
の
日
常
生
活
の
楽
し
み
、
と
い
っ
た
内
容
が
二
年
生
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ナ
マ
ハ
ゲ
を
低
学
年
に
向
け
て
提
示
す
る
こ
と
に
無
理
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、『
一
年
の
学
習
』
の
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
の
多
さ
は
、
む
し
ろ
販
売
戦
術
の
上
で
、
小
学
館
誌
と
の
差
別
化
を
目
指
し
た
た
め
で
は
な
い
か
、
と
の
憶
測
を
禁
じ
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
社
会
科
教
科
書
と
の
関
係
で
は
、
端
的
に
ナ
マ
ハ
ゲ
の
記
述
の
有
無
が
問
題
と
な
る
。
管
見
の
限
り
、
小
学
校
教
科
書
に
ナ
マ
ハ
ゲ
の
記
事
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
行
事
や
冬
の
遊
び
と
し
て
、
登
場
す
る
頻
度
が
比
較
的
高
い
も
の
は
カ
マ
ク
ラ
で
あ
る
。
一
九
五
三
〜
六
（
儜
）
一
年
を
検
定
年
と
す
る
小
学
校
社
会
科
教
科
書
を
対
象
に
し
た
予
備
的
調
査
に
よ
れ
ば
、
カ
マ
ク
ラ
の
記
事
は
一
〇
件
を
数
え
た
。
内
訳
は
、
二
年
生
教
科
書
が
五
件
（
学
校
図
書
二
・
東
京
書
籍
二
・
教
育
出
版
一
）、
三
年
生
教
科
書
が
一
件
（
東
京
書
籍
）、
四
年
生
教
科
書
が
四
件
（
日
本
書
籍
二
・
中
教
出
版
一
・
大
阪
書
籍
一
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
挿
絵
ま
た
は
写
真
だ
け
を
掲
げ
る
も
の
が
六
件
、
挿
絵
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
二
八
ま
た
は
写
真
と
本
文
を
組
み
合
わ
せ
た
記
事
は
四
件
で
あ
っ
た
。
主
と
し
て
冬
の
生
活
や
、
冬
が
長
く
雪
の
多
い
土
地
の
地
理
的
な
説
明
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
一
九
五
三
年
版
お
よ
び
一
九
五
八
年
版
指
導
要
領
に
沿
う
記
述
で
も
あ
る
。
正
月
行
事
に
関
す
る
も
の
は
わ
ず
か
一
件
で
、
し
か
も
挿
絵
の
み
の
扱
い
で
あ
っ
た
。
カ
マ
ク
ラ
の
記
事
は
、
国
語
科
の
教
科
書
に
も
登
場
す
る
。
社
会
科
教
科
書
と
同
様
の
暫
定
的
な
調
査
に
よ
っ
て
一
一
件
の
記
事
を
確
認
で
き
た
。
な
か
で
も
柳
田
国
男
監
修
『
新
編
新
し
い
国
語
五
年
（
Ⅰ
）』（
東
京
書
籍
）
に
は
、「
雪
国
秋
田
」
の
見
出
し
で
、
三
（
儝
）
頁
に
わ
た
り
カ
マ
ク
ラ
を
テ
ー
マ
と
し
た
文
章
が
含
ま
れ
て
い
る
。
国
語
科
教
科
書
は
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
応
じ
た
目
次
構
成
を
と
る
も
の
が
多
く
、
カ
マ
ク
ラ
は
冬
季
の
格
好
の
話
題
と
な
っ
た
。
ナ
マ
ハ
ゲ
と
比
較
し
た
場
合
、
カ
マ
ク
ラ
の
汎
用
性
は
明
白
で
あ
る
。
正
月
行
事
の
文
脈
で
な
け
れ
ば
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
か
も
子
ど
も
を
脅
す
存
在
で
あ
る
ナ
マ
ハ
ゲ
に
対
し
て
、
雪
国
の
暮
ら
し
を
描
く
に
相
応
し
く
、
子
ど
も
た
ち
が
な
か
よ
く
楽
し
く
遊
び
、
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
祈
る
カ
マ
ク
ラ
の
優
位
は
歴
然
で
あ
る
。
逆
説
的
に
い
え
ば
、
教
科
書
で
は
持
ち
え
な
い
、
学
習
雑
誌
の
も
つ
娯
楽
性
や
通
俗
性
こ
そ
が
、「
め
ず
ら
し
い
な
ら
わ
し
」
で
あ
る
ナ
マ
ハ
ゲ
を
活
か
し
得
た
も
の
と
い
え
る
。
直
接
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
学
習
雑
誌
の
記
事
は
、
柳
田
国
男
と
社
会
科
教
育
を
め
ぐ
る
動
き
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
戦
後
の
民
俗
学
研
究
所
と
「
柳
田
社
会
科
」
に
関
す
る
動
向
、
す
な
わ
ち
柳
田
と
そ
の
同
志
が
、
社
会
科
教
育
に
関
心
を
深
め
て
運
動
を
推
し
進
め
、
や
が
て
小
学
校
の
社
会
科
教
科
書
を
作
成
し
、
ま
た
教
師
た
ち
が
教
育
的
実
践
を
行
う
、
と
い
っ
た
一
連
の
過
程
が
あ
っ
た
（
小
国
二
〇
〇
一
・
杉
本
一
九
八
九
・
髙
田
一
九
八
九
な
ど
）。
こ
の
な
か
で
、
柳
田
と
と
も
に
あ
っ
た
和
歌
森
太
郎
、
野
口
義
惠
、
瀬
川
清
子
、
大
藤
時
彦
ら
が
、
少
数
と
は
い
え
学
習
雑
誌
の
執
筆
者
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
し
か
も
正
月
行
事
関
連
記
事
で
は
和
歌
森
と
野
口
の
一
九
四
九
年
の
も
の
が
、
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
で
は
大
藤
の
一
九
五
一
年
の
も
の
が
、
最
初
の
記
事
（
大
藤
の
場
合
は
そ
の
ひ
と
つ
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
二
九
一
九
五
〇
年
代
後
半
で
は
、
児
童
向
け
の
学
習
図
書
に
も
ナ
マ
ハ
ゲ
を
取
り
上
げ
る
も
の
が
現
れ
る
。
表
７
は
い
ず
れ
も
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
拠
っ
た
が
、
監
修
者
・
編
者
・
著
者
で
は
、
坪
田
と
二
反
長
は
児
童
文
学
者
、
西
角
井
と
和
歌
森
は
民
俗
学
者
、
別
枝
は
地
理
学
者
で
あ
り
、
坪
田
と
二
反
長
の
も
の
は
国
語
科
教
材
、
ほ
か
は
社
会
科
教
材
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
和
歌
森
は
柳
田
と
『
社
会
科
教
育
法
』（
一
九
五
三
）
を
著
し
、
社
会
科
教
育
を
理
論
面
で
リ
ー
ド
し
た
（
柳
田
・
和
歌
森
一
九
五
三
）。
成
城
学
園
初
等
学
校
の
教
師
菊
池
喜
栄
治
は
、
柳
田
社
会
科
の
実
践
者
で
、
柳
田
の
社
会
科
教
科
書
『
日
本
の
社
会
』
の
執
筆
に
も
加
わ
っ
た
。
本
書
で
は
、
柳
田
・
三
木
『
雪
国
の
民
俗
』（
一
九
四
四
）
を
な
ぞ
る
形
で
ナ
マ
ハ
ゲ
の
記
述
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
別
枝
篤
彦
の
立
場
は
民
俗
学
と
異
な
る
。
地
理
学
者
と
し
て
、
土
地
に
よ
る
人
々
の
暮
ら
し
の
違
い
を
示
す
た
め
に
、
各
地
の
祭
り
や
風
習
を
記
述
し
た
。
ナ
マ
ハ
ゲ
は
さ
ら
に
広
い
分
野
で
関
心
を
持
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
か
え
て
『
小
学
三
年
生
』
一
九
四
九
年
一
月
号
に
は
野
口
義
惠
の
「
お
か
ざ
り
」
が
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日本のこころ 4
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まつり 玉川こど
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風俗とくらし 郷
土めぐり
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ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
三
〇
掲
載
さ
れ
た
。
日
本
中
、
ど
の
地
方
に
も
正
月
の
お
か
ざ
り
が
あ
る
こ
と
、
野
口
の
郷
里
、
鳥
取
県
江
尾
村
の
「
と
こ
か
ざ
り
」、
近
畿
地
方
の
「
み
の
ぐ
み
」、
北
九
州
の
「
さ
い
わ
い
木
」、
そ
し
て
東
北
地
方
に
も
名
称
の
異
な
る
い
ろ
い
ろ
な
お
か
ざ
り
の
あ
る
こ
と
を
説
き
、「
み
な
さ
ん
も
、
お
正
月
に
は
、
お
う
ち
の
お
か
ざ
り
や
い
な
か
の
し
ん
る
い
の
う
ち
の
お
か
ざ
り
な
ど
を
し
ら
べ
て
、
お
友
だ
ち
と
お
は
な
し
あ
い
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
結
ん
で
い
る
。
見
開
き
記
事
の
左
頁
に
は
、
江
尾
村
の
と
こ
か
ざ
り
と
そ
の
前
に
座
る
三
人
の
子
ど
も
た
ち
の
絵
が
二
色
刷
で
描
か
れ
て
い
る
。
柳
田
国
男
の
『
村
と
学
童
』（
一
九
四
五
）
に
続
き
、
野
口
は
『
村
の
す
が
た
』
（
一
九
四
八
）
の
挿
絵
も
描
い
て
い
る
。
同
書
「
著
者
の
言
葉
」
で
、
柳
田
は
野
口
の
挿
絵
を
讃
え
る
と
と
も
に
、「
日
本
国
中
の
何
処
か
の
土
地
に
、
斯
う
い
つ
た
人
間
生
活
の
一
つ
の
様
式
が
、
少
な
く
と
も
こ
ゝ
十
年
ほ
ど
の
前
ま
で
は
、
た
し
か
に
あ
つ
た
と
い
ふ
だ
け
は
請
け
合
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
」
と
述
べ
て
、
そ
れ
も
た
ゞ
一
箇
所
の
孤
立
の
例
で
は
無
く
、
遠
く
か
け
離
れ
た
め
い
め
い
の
郷
土
に
も
、
そ
れ
と
よ
く
似
た
事
が
色
々
有
つ
て
、
今
ま
で
知
ら
ず
に
居
た
と
い
ふ
こ
と
が
、
追
々
に
明
ら
か
に
な
つ
て
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
う
い
う
意
外
な
一
致
に
心
づ
き
、
ど
う
し
て
だ
ら
う
か
と
思
は
ず
に
居
ら
れ
ぬ
左：野口義惠「おかざり」『小学三年生』1949年 1月号
右：柳田国男『村のすがた』（1948）
注）柳田国男『村と学童』（1945）に続き、野口は『村のすがた』の挿絵も担当した（ただし、
同書の装幀は暮田延美による）。
図 9 野口義惠の挿絵
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
三
一
の
は
、
是
か
ら
大
き
く
な
つ
て
行
く
少
年
や
少
女
で
あ
り
、
そ
れ
を
面
白
く
又
判
り
や
す
く
説
い
て
聴
か
せ
る
こ
と
が
、
彼
等
の
指
導
者
た
ち
の
楽
し
い
役
目
だ
と
い
ふ
時
代
は
来
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
「
今
日
い
ふ
所
の
社
会
科
教
育
」
の
成
長
に
期
待
を
寄
せ
た
（
柳
田
一
九
四
八：
四
）。
ま
た
同
年
の
「「
村
の
す
が
た
」
と
社
会
科
教
育
」（『
朝
日
出
版
月
報
』
四
、
一
九
四
八
）
で
は
、
社
会
科
の
教
案
を
立
て
る
に
際
し
て
、「
彼
等
を
快
よ
い
知
識
の
旅
に
進
ま
せ
る
に
は
方
法
が
あ
る
。
今
ま
で
考
へ
よ
う
と
し
な
か
つ
た
方
角
か
ら
、
先
ず
印
象
の
絵
の
最
も
鮮
麗
な
も
の
を
、
供
与
す
る
必
要
は
無
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
（
柳
田
一
九
六
四：
三
六
四
）。
社
会
科
教
育
に
絵
画
や
写
真
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
、
一
九
（
儞
）
四
八
年
七
月
に
行
わ
れ
た
「
社
会
科
教
育
を
め
ぐ
る
座
談
会
」
に
お
け
る
柳
田
の
主
張
で
も
あ
っ
た
。
柳
田
の
社
会
科
教
育
に
対
す
る
考
え
を
深
く
理
解
し
、
み
ず
か
ら
挿
絵
画
家
で
も
あ
っ
た
野
口
は
、
最
適
の
執
筆
者
と
な
り
え
た
こ
と
に
な
る
（
図
９
）。
戦
後
の
学
年
別
学
習
雑
誌
は
、
豊
富
な
挿
絵
や
写
真
を
駆
使
し
て
、
教
科
書
を
中
心
と
す
る
学
校
教
育
を
側
面
か
ら
支
え
る
役
目
を
果
た
し
た
。
小
学
校
で
は
扱
い
に
く
い
行
事
、
風
俗
慣
習
も
、
学
習
雑
誌
は
そ
の
通
俗
性
の
ゆ
え
に
分
け
隔
て
な
く
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
ナ
マ
ハ
ゲ
は
逆
に
そ
の
特
異
さ
に
よ
っ
て
大
い
に
も
て
は
や
さ
れ
、
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
説
明
を
し
た
り
す
る
保
護
者
を
含
め
て
、
家
族
の
心
に
強
く
印
象
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ナ
マ
ハ
ゲ
の
挿
絵
や
写
真
は
、
そ
の
多
く
に
子
ど
も
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。「
泣
く
子
は
い
な
い
か
」「
わ
る
い
子
は
い
な
い
か
」
な
ど
の
お
ど
し
言
葉
に
は
、「
泣
か
な
い
よ
い
子
」
に
は
怖
い
存
在
で
は
な
い
と
い
う
含
意
が
あ
る
と
も
い
え
る
。
女
性
を
狙
わ
な
い
「
荒
ぶ
る
善
神
」
と
し
て
の
ナ
マ
ハ
ゲ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
学
習
雑
誌
を
通
じ
て
も
っ
と
も
よ
く
普
及
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
正
月
行
事
関
連
記
事
の
な
か
で
、「
な
ま
は
げ
」「
か
ま
く
ら
」「
と
ん
ど
」
の
掲
載
回
数
が
拮
抗
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
小
正
月
の
行
事
群
と
し
て
、
組
み
合
わ
せ
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
多
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
産
業
構
造
の
大
き
な
変
化
は
、
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
三
二
「
も
ぐ
ら
う
ち
」
の
よ
う
な
農
耕
儀
礼
を
早
々
と
小
正
月
の
行
事
群
か
ら
脱
落
さ
せ
た
が
、
急
激
な
都
市
化
に
よ
り
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
都
会
の
読
者
か
ら
み
て
、
縁
遠
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
地
方
の
行
事
や
風
習
は
、
や
が
て
ま
と
ま
り
と
し
て
の
意
味
を
顧
み
ら
れ
な
く
な
り
、
分
節
化
さ
れ
て
個
別
の
民
俗
文
化
へ
と
変
じ
て
い
っ
た
。
と
ん
ど
は
全
国
各
地
に
見
ら
れ
る
冬
の
火
祭
り
と
し
て
、
か
ま
く
ら
は
雪
国
の
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い
風
習
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
返
し
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
『
六
年
の
学
習
』
一
九
六
〇
年
一
月
号
の
表
紙
裏
に
、
北
浦
相
川
の
ナ
マ
ハ
ゲ
の
写
真
が
説
明
な
し
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
さ
き
に
触
れ
た
。
こ
の
見
開
き
の
左
頁
に
は
、「
１
９
６
０
年
！
こ
と
し
は
こ
う
な
る
！
」
の
題
字
と
と
も
に
高
層
ビ
ル
の
上
空
に
浮
か
ぶ
「
空
飛
ぶ
円
盤
」
の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
８
）。
す
で
に
こ
の
時
期
の
学
習
雑
誌
に
は
、
都
市
、
科
学
技
術
、
未
来
、
宇
宙
、
外
国
な
ど
に
関
す
る
記
事
が
多
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
村
の
暮
ら
し
や
行
事
に
割
か
れ
る
頁
は
減
少
し
た
。
柳
田
国
男
が
、
山
村
の
（
償
）
子
ど
も
た
ち
に
海
を
ど
う
や
っ
て
理
解
さ
せ
る
か
と
問
う
た
時
代
は
遥
か
後
景
に
退
い
た
が
、
全
国
的
知
名
度
を
得
た
「
な
ま
は
げ
」
は
、
子
ど
も
の
し
つ
け
と
い
う
普
遍
的
な
役
割
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
し
た
た
か
に
生
き
延
び
て
き
た
の
で
あ
る
。
﹇
謝
辞
﹈
二
〇
一
三
年
七
月
に
東
京
で
行
わ
れ
た
国
民
文
化
祭
あ
き
た
関
連
イ
ベ
ン
ト
「
菅
江
真
澄
と
ナ
マ
ハ
ゲ
」
と
い
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
話
題
提
供
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
質
疑
応
答
の
時
間
に
、
男
鹿
市
出
身
の
平
川
千
世
さ
ん
か
ら
、
子
ど
も
の
頃
、
自
宅
で
ナ
マ
ハ
ゲ
の
撮
影
が
行
わ
れ
て
、
小
学
生
向
け
の
雑
誌
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
関
心
は
な
い
の
か
、
と
い
う
貴
重
な
ご
質
問
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
き
な
課
題
を
与
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
後
は
折
を
見
て
「
学
習
雑
誌
」
と
い
う
も
の
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
平
川
さ
ん
の
ご
令
弟
近
藤
修
一
さ
ん
に
も
お
会
い
し
て
、
お
二
人
の
御
尊
父
近
藤
喜
太
郎
さ
ん
の
こ
と
や
、
当
時
の
ナ
マ
ハ
ゲ
の
話
を
う
か
が
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
ま
が
り
な
り
に
も
宿
題
を
は
た
せ
た
こ
と
を
ご
報
告
し
て
、
あ
ら
た
め
て
お
二
人
に
心
か
ら
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
注
（
 
）
両
者
と
も
に
誌
名
の
変
遷
を
経
て
い
る
。
漢
字
表
記
、
数
字
表
記
な
ど
に
も
変
更
が
あ
っ
た
。
（

）
一
年
生
向
け
を
例
に
と
れ
ば
、『
ぎ
ん
の
す
ず
一
年
』（
広
島
図
書
）、『
ひ
か
り
の
く
に
一
年
生
』（
昭
和
出
版
）、『
小
学
一
年
』（
双
葉
社
）
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
三
三
な
ど
が
あ
っ
た
。
（
 
）
公
開
範
囲
は
「
国
立
国
会
図
書
館
限
定
」
で
あ
る
。
（

）
一
九
五
一
年
一
月
号
に
つ
い
て
は
、「
発
行
先
行
競
争
に
よ
る
季
節
の
ズ
レ
」
を
是
正
す
る
た
め
、
業
界
の
協
定
に
基
づ
き
、
新
年
号
と
二
月
号
の
間
に
「
一
月
調
整
号
」
が
発
行
さ
れ
て
い
る
（
小
学
館
社
史
調
査
委
員
会
一
九
七
五：
四
九
）。
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
小
学
館
誌
の
全
学
年
六
誌
の
調
整
号
を
確
認
で
き
た
。
学
研
誌
の
場
合
は
、
欠
本
の
た
め
通
常
の
号
も
調
整
号
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
今
回
の
分
析
の
対
象
に
は
含
め
て
い
な
い
。
（

）
調
査
は
二
〇
一
七
年
九
月
を
最
終
と
す
る
。
そ
の
後
、
小
学
館
誌
が
一
冊
、
学
研
誌
が
二
冊
増
え
て
い
る
が
、
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
ナ
マ
ハ
ゲ
の
記
事
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
は
確
認
し
た
。
（

）
『
民
間
伝
承
』
一
二
│
七
（
一
九
四
八
）
の
「
同
人
名
簿
」（
二
八
頁
）
に
よ
る
。
（

）
上
金
川
の
ナ
マ
ハ
ゲ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
二
〇
種
類
の
カ
ッ
ト
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（

）
聴
き
取
り
調
査
（
二
〇
一
四
年
八
月
）
に
基
づ
く
。
（

）
伊
藤
永
之
介
は
、
著
書
『
海
の
鬼
』（
一
九
四
三
）
収
録
の
短
編
「
海
の
鬼
」
に
ナ
マ
ハ
ゲ
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
小
説
の
舞
台
と
な
る
ハ
タ
ハ
タ
漁
の
漁
村
は
、
そ
の
内
容
か
ら
、
北
浦
相
川
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
と
わ
か
る
（
伊
藤
一
九
四
三：
二
三
五
〜
二
七
五
）。
一
九
五
二
年
の
ナ
マ
ハ
ゲ
記
事
⑦
に
登
場
す
る
ナ
マ
ハ
ゲ
の
イ
ラ
ス
ト
も
、
伊
藤
の
意
向
の
有
無
は
不
明
な
が
ら
、
相
川
の
も
の
ら
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
（
儗
）
ナ
マ
ハ
ゲ
が
子
ど
も
を
食
べ
る
と
い
う
記
述
は
珍
し
い
が
、
地
元
で
は
「
取
っ
て
食
う
ぞ
」
と
い
う
脅
し
文
句
も
あ
っ
た
。
ま
た
、『
雪
国
の
民
俗
』
に
は
、「
お
宮
に
行
つ
て
が
ら
火
を
焚
き
、
五
尺
の
串
に
尻
か
ら
頭
ま
で
ぶ
ッ
刺
し
て
焙
つ
て
食
う
の
だ
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
（
柳
田
・
三
木
一
九
四
四：
本
文
四
二
）。
（
儘
）
た
と
え
ば
、
学
習
研
究
社
『
中
学
生
の
友
二
年
』
一
九
五
九
年
一
月
号
の
「
秋
田
地
方
の
正
月
の
珍
行
事
 
ナ
マ
ハ
ゲ

ま
か
り
通
る
」
で
は
、「
女
や
子
ど
も
を
お
ど
か
し
」
と
い
う
表
現
が
二
度
用
い
ら
れ
て
お
り
、
子
ど
も
だ
け
を
対
象
に
し
て
い
な
い
。
な
お
、
こ
の
記
事
で
は
「
神
の
変
形
と
し
て
、
化
物
の
形
を
し
て
い
る
」
と
あ
っ
て
、
鬼
と
い
う
表
現
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
（
儙
）
悪
魔
を
払
う
、
鬼
を
逐
う
と
い
う
解
釈
は
古
く
か
ら
あ
り
（
出
口
一
九
〇
五：
二
七
〇
〜
二
七
一
・
中
村
一
九
一
九：
五
一
）、
実
際
に
「
悪
魔
払
へ

	
」
と
叫
ぶ
河
辺
郡
の
行
事
も
報
告
さ
れ
て
い
る
（
仙
台
鉄
道
局
編
一
九
三
七：
二
二
）。
な
お
、
後
者
の
記
事
内
容
は
ナ
マ
ハ
ゲ
と
学
習
雑
誌
三
四
『
諸
国
年
中
行
事
』
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
鉄
道
省
編
一
九
三
九：
一
五
三
）。
（
儚
）
立
教
高
校
演
劇
部
の
作
品
「
な
ま
は
げ
」
は
、
一
九
五
二
年
の
東
京
都
高
校
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル
で
「
悲
劇
喜
劇
創
作
演
劇
賞
」
を
受
賞
し
て
お
り
（
柴
田
一
九
五
三
）、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
、
一
九
六
〇
年
に
は
東
映
教
育
映
画
『
な
ま
は
げ
』（
監
督
黒
川
義
博
、
主
演
粟
津
祐
教
）
が
製
作
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
シ
ー
ン
で
御
幣
を
手
に
ナ
マ
ハ
ゲ
を
演
じ
て
い
る
の
は
、
男
鹿
観
光
の
最
盛
期
に
ナ
マ
ハ
ゲ
踊
り
で
活
躍
し
た
小
野
﨑
勝
正
氏
（
当
時
男
鹿
市
船
川
港
）
で
あ
る
。
（
儛
）
一
九
四
七
年
版
と
は
「
学
習
指
導
要
領
社
会
科
編
（
試
案
）
昭
和
二
二
年
度
」、
一
九
五
一
年
版
と
は
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
社
会
科
編
（
試
案
）
昭
和
二
六
年
」、
一
九
五
五
年
版
と
は
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
社
会
科
編
昭
和
三
〇
年
度
改
訂
版
」、
一
九
五
八
年
版
と
は
「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
昭
和
三
三
年
度
改
訂
第
二
章
各
教
科
第
二
節
社
会
」
を
指
す
。
（
儜
）
大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
市
住
吉
区
苅
田
）
の
図
書
室
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る
小
学
校
社
会
科
お
よ
び
国
語
科
の
教
科
書
を
閲
覧
し
た
。
欠
け
て
い
る
も
の
も
多
く
、
調
査
結
果
は
「
予
備
的
」「
暫
定
的
」
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
（
儝
）
柳
田
国
男
『
日
本
の
し
ゃ
か
い
三
年
上
』
実
業
之
日
本
社
（
一
九
五
三
）
で
は
、
正
月
に
門
松
と
鏡
餅
を
、
冬
至
に
ク
リ
ス
マ
ス
を
取
り
上
げ
た
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
、
柳
田
国
男
監
修
『
新
し
い
国
語
五
年
下
』
東
京
書
籍
（
一
九
五
一
）
で
は
、「
雪
国
」
と
い
う
章
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
カ
マ
ク
ラ
の
記
述
は
な
い
。
（
儞
）
柳
田
は
「
そ
の
た
め
に
は
、
絵
画
・
写
真
な
ど
を
利
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
社
会
科
の
教
育
と
し
て
は
、
是
非
と
も
、
こ
れ
ら
の
も
の
を
使
わ
な
け
れ
ば
、
思
う
よ
う
な
教
育
を
出
来
な
い
と
お
も
う
が
」
と
発
言
し
て
い
る
（
民
俗
学
研
究
所
編
一
九
四
九：
六
七
）。
（
償
）
「
社
会
科
教
育
を
め
ぐ
る
座
談
会
」（
一
九
四
八
年
七
月
）
に
お
け
る
問
題
提
起
で
あ
り
、
さ
き
の
絵
画
、
写
真
な
ど
の
利
用
も
同
じ
文
脈
で
語
ら
れ
た
話
題
で
あ
っ
た
（
民
俗
学
研
究
所
編
一
九
四
九：
六
五
、
七
五
）。
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ョ
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